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川

一
ト
（

し
Ｊ

又

一

　
ビ
ュ
ヒ
ァ
ｉ
（
雲
｝
巴
教
授
の
述
作
は
経
済
学
者
に
取
っ

て
は
何
等
の
紹
介
を
も
、
之
を
必
要
と
せ
な
い
の
で
あ
る
。
其

の
賞
讃
す
可
き
学
紋
で
ム
る
「
第
一
四
世
紀
及
び
第
一
五
世
紀

に
。
於
け
る
、
フ
ラ
ソ
フ
ル
ト
の
人
口
」
は
一
八
八
六
年
に
山
版

せ
ら
れ
、
彼
に
経
済
史
家
と
の
血
接
交
渉
を
与
え
、
而
し
て
歴

火
統
計
の
分
野
に
於
て
は
独
塒
場
た
る
の
位
置
を
占
め
さ
し
た

の
で
あ
っ
た
、
維
済
理
諭
の
彼
の
坂
り
扱
い
方
に
於
い
て
は
、

彼
は
新
歴
火
学
派
と
心
理
学
的
な
瑛
太
利
学
派
と
の
中
問
に
立

脚
し
た
の
で
お
る
。
彼
の
述
作
の
完
△
上
な
〔
録
は
「
旧
家
学
辞

典
」
（
－
冒
己
乏
ぎ
ｇ
ぎ
ｏ
ブ
｛
ｇ
ｃ
ｏ
（
竃
ａ
事
雰
ｏ
豪
ｏ
ぎ
津
ｇ
）
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
か
ら
、
此
処
に
再
び
資
せ
な
い
が
、
私
は
ラ
ヴ
レ

１
（
Ｈ
ら
至
ｏ
壱
）
の
一
、
原
始
的
所
有
権
論
Ｌ
の
、
彼
に
よ
る
敷
術

さ
れ
た
独
逸
版
、
「
紀
元
前
一
四
三
年
か
ら
一
二
九
年
に
至
る
、

奴
隷
労
働
者
の
判
乱
。
一
と
標
魍
さ
れ
た
小
諭
稿
及
び
労
働
の
生

理
学
と
心
理
学
と
の
問
の
閑
係
を
論
じ
た
処
の
、
共
の
独
創

的
た
、
而
し
て
暗
ホ
に
依
む
「
労
働
と
律
動
」
及
び
彼
の
研
究

の
一
般
的
方
向
及
び
主
旨
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ワ
グ
ナ
ー

（
考
品
篶
ｈ
）
の
「
政
治
経
済
学
捉
．
瑛
」
へ
の
共
同
編
桝
箏
を
再
び

喚
起
し
度
い
の
で
あ
る
、
此
の
「
旧
比
維
済
の
成
立
」
と
題
す

る
刺
激
的
な
労
作
は
、
一
般
の
雌
業
的
発
艘
に
対
す
る
、
若
者

の
納
諭
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
之
に
椚
々
類
す
る
火
礎

は
、
近
代
の
経
済
学
の
山
版
物
に
求
め
る
な
ら
ぼ
、
独
り
シ
ュ



モ
ラ
ー
（
○
ｏ
９
昌
。
昌
巴
教
授
の
、
包
括
的
な
「
一
般
国
民
経
済
学

綱
要
」
策
一
巻
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
資
料
の
取
り
扱

い
の
方
法
及
び
此
の
研
究
の
断
案
は
、
其
の
比
類
た
き
地
位
を

保
持
せ
し
め
る
に
充
分
で
あ
る
。

　
第
一
篇
及
び
第
二
篇
は
熱
帯
に
於
げ
る
原
始
的
経
済
牛
沽
の

秀
で
た
る
姿
を
描
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
産
業
的
迭
化
の

経
済
以
前
の
段
階
」
の
、
是
等
の
塊
実
に
。
即
す
る
記
述
は
、
文

明
の
黎
閉
に
一
歩
先
立
っ
て
、
巧
み
に
経
済
学
及
び
人
類
学
の

王
位
た
る
こ
と
を
目
立
た
し
め
て
い
る
。
其
の
第
三
節
に
於
い

て
は
、
見
小
に
且
っ
簡
潔
に
、
止
脈
者
の
消
費
者
に
１
属
す
る
広

業
的
閑
係
に
立
脚
し
て
、
家
政
、
都
府
経
済
及
び
因
民
経
済
と

云
う
、
賠
、
小
舳
な
序
列
を
柵
与
し
て
い
る
の
で
お
る
。
狐
四
篇

は
水
業
側
皮
、
川
ち
家
内
仕
小
、
賃
銀
化
箏
、
手
先
仕
箏
、
手
数

料
仕
箏
（
家
内
工
業
）
及
び
工
場
制
工
業
の
巧
妙
た
る
概
概
を
捉

供
し
て
い
る
。
策
五
篇
の
「
手
工
業
の
没
落
」
は
、
是
箏
の
諮

篇
と
は
郁
類
分
け
さ
れ
て
も
よ
い
で
も
ろ
う
。
爾
余
の
諦
筒
は

一
胴
特
殊
舳
に
、
’
仙
人
及
び
礼
会
の
概
点
か
ら
、
若
十
は
水
業
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」
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本
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想
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淡
川
）

迷
化
と
云
う
、
大
な
る
過
程
の
観
点
か
ら
分
析
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
即
ち
聯
力
と
共
力
、
分
労
、
新
聞
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た

も
の
と
し
て
の
、
祉
会
の
智
的
集
化
、
杜
会
階
級
の
構
成
、
人

口
の
国
内
移
住
に
。
よ
る
労
働
の
、
今
後
の
適
合
等
の
諸
篇
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
ー
是
等
の
諾
篇
は
、
多
数

の
、
効
験
あ
る
表
現
を
伴
う
処
の
経
済
学
上
の
術
語
を
豊
富
に

含
ん
で
い
る
。
・

　
「
理
論
の
最
も
悪
い
使
い
方
は
人
々
を
し
て
事
実
を
知
覚
せ

し
め
な
い
様
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
、
ア
ク
ト
ソ
卿
（
■
◎
己

＞
ｇ
昌
）
は
「
英
国
歴
史
評
論
」
（
望
じ
ｑ
豪
プ
曽
華
◎
ま
竺
零
＜
一
・
事
）

の
創
刊
サ
に
於
い
て
注
恵
し
た
の
で
あ
っ
た
。
杵
人
の
著
者
は

共
の
詐
細
な
小
火
の
苓
秩
を
以
て
、
又
共
の
鋭
敏
な
分
析
と
、
而

し
て
共
の
包
托
的
な
又
沽
析
な
概
折
と
を
以
て
、
如
何
に
し
て

此
の
晦
道
を
避
げ
し
む
可
き
か
を
知
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
彼

の
歴
史
舳
態
度
は
我
が
凶
の
若
い
維
済
学
考
迷
は
英
因
及
び
亙

米
利
加
へ
行
く
よ
り
も
、
む
し
ろ
蛛
西
人
、
縦
馬
氾
人
及
び
内

ス
ラ
ヴ
人
の
方
へ
〔
桁
す
研
究
調
介
旅
行
へ
送
ら
る
可
き
で
あ
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る
と
云
う
、
彼
の
助
言
に
よ
く
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
其

の
現
在
の
形
態
第
一
集
に
於
い
て
は
独
創
の
賞
讃
す
可
き
文
章

を
全
然
塗
抹
し
て
い
な
い
処
の
、
以
下
の
諸
頁
に
於
い
て
、
彼

の
注
意
は
勿
論
杜
会
上
の
及
び
其
の
他
の
考
察
に
向
げ
ら
れ
た

と
す
可
き
よ
り
も
、
む
し
ろ
主
と
し
て
経
済
学
に
捧
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
此
の
書
物
は
独
逸
に
於
い
て
は
、
非
常
な
影
響
を
以
て
流
布

す
る
に
至
り
、
叉
近
頃
仏
蘭
語
、
露
西
亜
語
及
び
ボ
ヘ
ミ
ヤ
語

に
も
餓
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
蓄
物
の
庄
言
に
も
注
意
し

て
い
る
通
り
、
之
は
「
経
済
学
的
に
物
事
を
考
え
る
こ
と
」

（
８
◎
昌
邑
ｏ
葦
目
＝
屋
）
に
対
す
る
一
般
的
手
引
と
し
て
、
広
汎
な

役
ｎ
を
火
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
本
書
を
此
の
〔
附
の
為
め
に

使
川
す
る
こ
と
は
、
特
別
に
転
写
す
る
と
云
う
媒
介
を
逝
し
て
、

既
に
若
「
の
ル
米
利
加
の
大
学
で
も
注
忠
さ
れ
て
来
た
の
で
お

る
．
此
の
希
叩
は
其
の
功
絞
が
今
や
吏
ら
に
一
屑
広
い
認
識
を

受
け
る
で
あ
ろ
う
と
云
う
こ
と
を
許
す
か
も
如
れ
な
い
の
で
あ

る
、
而
し
て
幾
分
か
一
八
九
五
年
か
ら
九
七
年
に
亙
っ
て
原
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
一
〇
〇
）

者
の
講
義
に
二
年
間
出
席
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
筆
者
に
感
ぜ

ら
れ
た
刺
激
を
読
者
に
伝
え
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
Ｌ

　
以
上
に
掲
げ
た
拙
訳
は
、
ト
ロ
ソ
ト
大
学
の
政
治
経
済
学
及

び
統
計
学
の
講
師
た
り
し
エ
ス
・
モ
ー
レ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ケ
ッ
ト

（
Ｏ
Ｏ
・
く
邑
｛
オ
一
鼻
等
）
が
其
の
英
訳
に
な
る
、
ビ
ュ
ヒ
ア
ー

（
望
Ｏ
ぎ
Ｈ
）
の
「
国
民
経
済
進
化
論
」
（
冒
Ｏ
望
葎
Ｏ
巨
温
｛
９
く
◎
・

家
三
房
ｏ
巨
津
）
第
一
集
の
巻
首
な
る
訳
老
序
文
中
の
概
要
で
あ

る
一
一
誇
鋒
帥
考
窒
祭
釜
照
箒
窮
維
推
奪
一

今
ビ
ュ
ヒ
，
ア
ー
（
雲
争
巴
の
学
説
と
云
う
様
な
、
極
め
て
荘
漢

た
る
論
題
を
処
理
す
る
に
当
り
、
論
稿
の
範
囲
の
逸
脱
を
防
ぐ

使
宜
上
、
此
の
英
訳
者
の
原
著
者
概
を
骨
子
と
し
て
筆
を
進
め

て
見
よ
う
。

　
先
ず
筆
考
が
特
に
舳
バ
味
を
凌
ら
れ
た
の
は
．
シ
ュ
モ
ラ
ー

（
ｃ
ｏ
｝
旨
◎
昌
巴
と
の
比
較
が
為
さ
れ
て
い
る
点
で
、
原
著
者
の
学

説
を
シ
ュ
モ
ラ
ー
（
Ｏ
Ｏ
争
目
◎
一
一
睾
）
の
共
と
杣
々
類
似
し
て
い
る

こ
と
が
桁
揃
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
，
正
統
学
派
、
向
由
主
義

学
派
、
汰
絆
学
派
、
「
、
マ
ソ
チ
ェ
ス
ク
ー
」
学
派
箏
の
名
称
の



下
に
知
ら
れ
て
い
る
英
因
伝
米
の
経
済
学
派
に
対
し
て
起
っ
た

当
時
の
、
独
逸
の
新
学
派
で
あ
っ
た
歴
史
学
派
（
；
。
・
巨
一
８
一

〇
〇
〇
ブ
◎
◎
二
曽
耳
◎
ユ
。
・
巳
岩
○
ｏ
〇
一
；
－
ｏ
）
は
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ロ
ッ
ッ

ヤ
ー
（
オ
一
享
色
冒
宛
◎
Ｕ
・
Ｏ
ぎ
『
）
、
ブ
ル
ー
ノ
ー
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ト

（
卑
；
◎
；
巳
争
冨
己
）
及
び
カ
ー
ル
・
ク
ニ
ー
ス
（
穴
睾
一
穴
邑
＄
）

の
三
人
を
主
と
し
て
創
始
さ
れ
た
の
で
お
る
。
而
し
て
是
等
の

三
人
及
び
当
時
の
独
逸
学
者
を
旧
歴
史
学
派
と
称
し
、
之
を
新

歴
史
学
派
と
区
別
す
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。
新
歴
史
学
派
と
は

主
と
し
て
グ
ス
タ
ー
フ
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
（
ｏ
易
匡
＜
ｏ
ｏ
９
旨
〇
一
一
胃
）

を
中
心
と
す
る
学
省
を
総
称
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
区
別
は

シ
ュ
モ
ラ
ー
（
ｏ
ｏ
・
一
昌
◎
目
己
の
全
溢
時
代
に
於
い
て
は
多
少
意

義
も
あ
っ
た
様
で
あ
る
が
、
今
口
に
あ
っ
て
は
殆
ど
無
用
の
区

別
な
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
、
析
旧
歴
史
派

の
何
れ
に
属
せ
し
め
て
町
な
る
や
、
共
の
分
明
な
ら
ざ
る
学
者

極
め
て
多
数
存
す
る
中
に
、
独
り
シ
ュ
モ
ラ
ー
（
０
Ｄ
｝
旨
◎
一
雪
）
が

歴
史
派
の
閉
に
あ
っ
て
一
祈
面
〕
を
着
げ
て
い
る
こ
と
は
、
箏

う
可
か
ら
ざ
る
箏
火
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ロ
ッ
シ
ャ
ー
（
肉
◎
。
。
９
ｏ
『
）

　
　
「
国
民
続
済
進
化
論
」
の
根
本
思
想
（
淡
川
）

が
為
さ
ん
と
志
し
て
終
に
遂
げ
得
な
か
っ
た
も
の
を
着
々
実
行

し
、
抜
群
の
世
才
、
絶
倫
の
勢
力
、
該
博
の
知
識
を
以
て
独
逸

経
済
学
の
総
師
た
る
の
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
ち
る
。

然
し
「
．
マ
ソ
チ
ヱ
ス
タ
ー
」
学
派
が
英
国
正
統
学
派
の
説
を
歓
端

に
ま
で
推
し
進
め
て
幾
多
の
弊
害
を
招
い
た
如
く
、
シ
ュ
モ
ラ

ー
（
○
ｏ
｝
昌
。
一
雪
）
は
其
の
歴
史
主
義
（
葭
卑
◎
ユ
。
・
昌
ン
ま
目
．
デ
旨
轟
）

の
為
め
に
多
く
の
病
所
を
露
出
し
た
の
で
お
る
。

　
こ
こ
で
シ
ュ
モ
ラ
ー
（
○
ｏ
ｏ
プ
冒
◎
昌
ｇ
）
か
ら
ビ
ュ
ヒ
ア
ー
（
吋
甲

９
３
へ
と
思
想
的
展
開
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
は
、
後
老
が

前
者
の
陳
陥
、
短
処
と
し
て
之
を
衝
い
た
歴
史
主
義
に
二
頗
を

支
え
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
抑
々
歴
史
主
義
と
は
一
切

の
箏
物
は
歴
吏
的
生
成
過
程
に
あ
る
も
の
と
考
え
、
従
て
真
塊
、

価
倣
等
も
歴
吏
の
過
秋
の
う
ち
に
桃
は
れ
る
と
す
る
主
歳
、
主

張
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
換
一
青
す
れ
ぱ
、
総
て
歴
史
的
な
も
の
に

価
他
や
恋
義
を
認
め
様
と
す
る
立
場
を
桁
し
て
歴
史
主
衷
と
称

す
る
の
で
あ
る
。
此
の
主
義
が
特
に
独
逸
に
於
て
盛
ん
に
な
つ

た
こ
と
は
、
第
一
九
此
紀
、
同
旧
に
あ
っ
て
、
浪
帖
主
義
、
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
一
〇
一
）
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史
学
派
、
古
典
主
義
、
文
献
学
等
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
歴
史

観
に
基
内
す
る
の
で
あ
る
。
真
理
の
規
準
を
歴
史
的
な
も
の
と

考
え
、
以
て
歴
史
的
な
も
の
に
価
値
を
認
め
よ
う
と
す
る
歴
史

主
義
に
は
、
結
局
に
於
い
て
歴
史
的
相
対
主
義
に
陥
る
と
云
ふ

批
判
が
十
九
世
紀
米
加
え
ら
れ
る
様
に
な
り
、
か
く
て
二
〇
世

紀
に
入
っ
て
は
反
歴
火
主
義
的
主
張
が
有
力
と
な
っ
て
来
た
の

で
あ
る
。
然
し
一
方
に
於
い
て
近
代
人
に
取
つ
て
は
、
人
問
杜

会
一
切
の
も
の
が
歴
火
的
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ

と
は
、
疑
ひ
得
な
い
前
提
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
歴

史
主
義
の
観
点
に
立
脚
し
つ
つ
も
、
而
か
も
一
方
で
相
対
主
義

に
堕
す
る
こ
と
を
避
け
様
と
す
る
田
心
潮
が
起
っ
て
米
た
の
で
あ

る
。
か
く
て
絡
済
学
の
領
域
に
就
い
て
見
れ
ぼ
、
其
の
歴
史
学

派
一
」
反
動
し
て
起
っ
た
填
太
利
学
派
は
、
史
的
叙
述
に
代
ふ
る

に
理
論
の
次
求
を
以
っ
て
し
た
が
、
共
の
理
論
は
歴
吏
派
の
後

に
出
で
た
る
だ
か
に
、
其
の
以
前
の
白
然
科
学
甘
理
論
に
反
え

る
こ
と
は
山
来
す
し
て
、
主
観
価
値
説
を
中
心
と
し
た
特
色
を

発
柳
し
た
の
て
お
る
、
か
か
る
学
閉
的
風
潮
の
変
転
に
際
会
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
一
〇
二
）

た
ビ
ュ
ヒ
ア
ー
（
雲
（
サ
『
）
と
し
て
は
、
歴
史
学
派
に
属
し
つ
っ

も
、
其
の
研
究
方
法
に
心
珊
学
的
色
彩
を
多
分
に
織
り
込
む
こ

と
に
ユ
っ
て
、
歴
史
主
義
の
棉
対
主
義
に
陥
る
練
占
…
か
ら
脱
却

し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
バ
こ
れ
拙
稿
の
初
め
に
引
用
し
た

モ
ー
レ
ー
・
ウ
イ
ヅ
ケ
ッ
ト
（
峯
ｏ
二
昌
考
庁
評
３
が
、
氏
の
学

風
の
特
徴
を
捉
え
て
、
「
緑
済
理
論
の
、
彼
の
坂
り
扱
ひ
方
に

於
い
て
は
、
彼
は
歴
史
学
派
と
心
理
学
的
な
瑛
太
利
学
派
と
の

中
問
に
立
脚
し
た
、
」
と
論
評
し
た
所
以
で
お
ら
う
。
然
ら
ぼ

其
の
心
理
学
的
研
究
方
法
は
、
如
何
な
る
方
面
に
於
い
て
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
か
ビ
今
此
の
問
題
に
解
答
を
与
え
る
為
め
に
、

其
の
主
著
で
あ
る
「
国
民
経
済
進
化
論
」
（
９
¢
ヨ
薫
｝
昌
南

ｏ
ｇ
＜
〇
一
訂
三
豪
ｏ
ぎ
ｐ
）
の
中
の
、
原
姶
時
代
の
経
済
状
慮
に
閑

し
て
説
け
る
、
若
干
の
仙
処
を
次
一
卜
摘
泌
し
て
見
よ
う

　
従
米
の
経
済
学
は
何
れ
も
、
人
問
に
は
他
の
生
物
に
作
せ
ざ

る
「
経
済
性
」
（
三
麦
Ｏ
ぎ
２
一
〇
訂
書
け
…
）
な
る
も
の
を
胴
屑
し

て
ゐ
る
と
云
ふ
仮
定
か
ら
山
禿
し
て
ゐ
る
、
而
し
て
其
の
緑
済

性
と
云
ふ
仮
定
か
ら
、
欲
製
の
充
当
を
Ｈ
的
と
す
る
処
の
、
人



間
一
切
の
行
為
を
支
配
す
る
一
原
則
、
即
ち
所
謂
経
済
原
則
（
経

済
主
義
）
な
る
も
の
を
演
緯
し
て
〔
く
、
人
問
は
何
時
如
何
な

る
処
で
も
、
最
少
の
費
用
を
以
て
最
大
の
充
当
を
得
ん
と
努
め

る
の
で
あ
る
（
最
小
手
段
の
原
則
）
と
。

　
此
の
原
則
に
従
え
ぱ
、
人
問
の
、
総
て
の
経
済
行
為
は
目
的
を

意
識
し
、
価
値
判
断
に
依
っ
て
指
導
せ
ら
れ
る
行
為
で
あ
る
こ

と
を
仮
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
経
済
も
其
の
敢
終
の
原
囚
を
株

求
す
る
な
ら
ぱ
、
其
は
常
に
本
能
生
活
（
〔
己
保
仔
及
び
利
己

木
能
）
に
帰
し
得
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
本

能
の
充
当
も
、
心
灼
沽
動
の
継
続
に
よ
っ
て
の
み
行
は
る
可
き

も
の
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
で
は
な
い
か
、
．
即
ち
人
問
は
共
の

一
庇
起
っ
た
欲
｝
を
充
当
せ
し
め
ざ
る
場
合
に
は
、
如
何
秋
の

不
愉
快
か
生
じ
て
米
る
も
の
で
お
る
か
を
、
共
の
不
愉
快
の
大

い
さ
を
計
虻
し
、
次
に
共
の
欲
｝
、
の
充
当
に
必
婆
な
財
貨
を
作

り
出
す
と
す
れ
ば
、
其
よ
り
火
」
す
る
労
働
に
伴
ふ
不
愉
快
の
、
嵯

が
幾
何
で
お
る
か
を
計
姐
す
る
の
で
お
る
．
斯
く
し
て
此
の
二

つ
の
不
快
の
感
じ
を
比
較
し
来
り
、
其
中
で
不
快
の
比
較
的
小

　
　
「
国
民
縦
済
進
化
論
」
の
根
本
思
想
（
淡
川
）

な
る
も
の
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。
川
ち
労
働
に
よ
っ
て
生
ず
る
犠

牡
が
、
不
充
当
の
状
態
よ
り
起
る
犠
牲
よ
り
も
小
な
る
場
合
に

於
い
て
の
み
、
労
働
に
従
事
せ
ん
と
す
る
決
心
を
起
す
も
の
で

あ
る
。
而
し
て
共
の
労
働
を
選
ぶ
に
当
っ
て
も
、
更
ら
に
共
の

際
考
え
得
可
き
種
々
の
手
段
の
中
で
、
困
難
の
最
も
小
な
る
も

の
を
選
ば
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
処
に
も
亦
計
最
、
評

価
、
比
較
、
判
断
と
云
ふ
版
序
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
実
に
従
米
の
維
済
学
説
の
総
て
は
、
斯
か
る
仮
定
の
下
に
立

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
、
即
ち
一
切
の
経
済
行
為
は
此
の
仮
定
に

合
理
的
某
礎
を
有
し
、
高
荷
た
る
精
神
能
力
を
要
求
す
る
行
為

な
り
と
説
き
、
従
っ
て
維
済
学
は
一
種
の
維
済
心
理
学
を
椛
成

す
る
こ
と
と
な
り
、
以
っ
て
桝
形
的
逃
秋
を
律
し
て
、
彼
の
経

済
行
為
を
航
閉
せ
ん
と
す
る
一
怯
に
た
る
の
で
あ
る
、
徒
っ
て
維

済
は
人
”
に
特
有
な
る
も
の
な
り
と
“
．
Ｈ
は
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至

り
、
鋤
物
も
亦
終
沽
を
パ
む
や
と
云
ふ
が
如
き
…
魎
は
、
チ
、
杜

起
り
得
可
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
尖
に
彼
の
木
則
に
ょ
れ

ぱ
、
経
済
性
は
絶
対
的
の
或
る
も
の
に
し
て
、
人
問
の
木
休
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
、
．
　
（
一
〇
．
一
．
）



　
　
立
命
館
舞
済
４
（
第
六
巻
・
第
一
早
）

り
分
離
し
得
な
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
然
し
従
米
の
経
済
学
者
が
、
共
の
行
為
よ
り
し
て
彼
の
所
謂

経
済
本
則
な
る
も
の
を
沽
緯
し
米
れ
る
文
明
人
の
問
に
於
い
て

す
ら
、
彼
の
経
済
性
は
人
各
々
其
の
烈
度
を
異
に
し
て
ゐ
る
こ

と
は
、
多
教
の
概
祭
に
よ
っ
て
立
＾
さ
れ
て
ゐ
る
処
で
お
る
。

即
ち
莇
勉
な
者
と
閑
惰
な
者
、
細
心
な
人
と
軽
卒
な
人
、
節
約

者
と
浪
貨
省
、
是
等
灼
板
端
の
中
問
に
於
い
て
は
、
所
謂
経
済

性
な
る
も
の
に
は
、
無
数
の
段
陪
が
在
在
し
て
ゐ
る
こ
と
を
認

め
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
今
物
に
対
し
て
、
之
を
破
壊

す
る
こ
と
を
以
っ
て
愉
快
な
り
と
す
る
幼
兇
の
態
皮
を
概
察
す

る
な
ら
ぼ
、
彼
の
所
謂
「
絡
済
性
」
な
る
も
の
は
、
各
人
個
々

に
日
々
新
た
に
電
得
さ
れ
て
行
く
も
の
で
あ
っ
て
、
共
は
各
人

に
対
す
る
枚
打
、
倣
刊
の
結
火
で
あ
り
、
従
っ
て
各
人
各
様
に

共
の
心
身
の
允
辻
が
火
る
如
く
に
、
共
の
維
済
的
木
性
な
る
も

の
に
も
亦
、
拷
し
い
程
皮
の
杣
違
が
仔
す
る
こ
と
は
、
容
場
に

之
を
泌
め
得
る
で
あ
ら
う
。

　
か
く
考
察
し
米
れ
ぼ
、
彼
の
「
維
済
仕
」
は
人
類
に
は
生
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
一
〇
四
）

る
も
の
に
非
ず
し
て
、
習
得
の
結
果
で
は
な
か
ら
う
か
、
又
人

類
進
化
の
初
期
に
於
い
て
は
、
吾
人
が
動
物
に
就
い
て
は
帝
…
一
」

仮
定
し
て
ゐ
る
様
な
、
純
本
能
的
の
欲
望
充
当
昧
一
代
ぶ
、
淡
千
百

生
－
を
推
杭
し
て
ゐ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
、
呆
し
で
、
五
当
を

映
い
て
ゐ
る
か
否
か
、
か
か
る
淡
閉
は
二
蜘
灯
ち
に
川
た
担
せ
ら

れ
得
可
き
も
の
で
あ
っ
て
、
再
三
再
四
熟
考
し
て
姶
め
て
牛
ず

可
き
程
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
此
の
疑
閑
に
対
す
る
桝
答
は
、
唯
経
験
灼
方
法
に
訴
え
て
の

み
得
ら
る
可
き
も
の
で
あ
っ
て
、
原
始
人
に
就
い
て
丹
人
が
頭

仰
に
描
き
出
す
可
き
像
は
、
彼
の
ム
典
派
経
済
学
の
採
用
す
る

汰
絆
法
の
中
に
峻
々
出
て
米
る
様
な
、
故
意
に
構
独
さ
れ
た
も

の
、
即
ち
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
ク
ル
ー
ソ
ー
諏
式
の
如
き
怪
異
な
も
の

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
共
の
原
始
人
に
就
て
考
え

る
処
の
、
一
切
の
特
貫
は
、
之
を
実
際
に
按
し
て
得
米
っ
た
も

の
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
の
原
姶
人
の
特
貰
は
、
彼

の
文
化
を
欠
げ
る
人
類
の
小
沽
し
つ
つ
お
る
火
除
舳
条
件
を
、
小

し
、
彼
箏
が
先
ず
以
て
行
動
し
、
而
し
て
後
に
忠
作
す
る
所
以



の
碗
櫟
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
あ
る
に
柄
違
な
い
の
で
あ
る
。

思
う
に
彼
の
派
一
「
、
咋
的
万
泣
な
る
も
の
は
、
此
処
に
述
べ
る
様
な

帰
紬
的
方
法
に
比
す
れ
ぼ
、
容
易
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
一
体

文
明
人
な
る
も
の
は
、
白
已
に
固
有
せ
る
見
解
や
成
心
じ
を
以
っ

て
、
之
が
原
始
人
の
精
神
中
に
も
存
在
し
て
い
る
様
に
見
よ
う

と
す
る
似
向
が
強
い
が
、
彼
箏
文
閉
人
の
能
力
は
荷
お
板
め
て

竹
弱
で
あ
っ
て
、
彼
の
原
始
人
の
発
達
せ
ざ
る
精
神
牛
活
を
充

分
了
榊
し
て
、
其
深
底
を
解
明
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
到
底
望
み

得
可
か
ら
ざ
る
処
で
お
る
。
・
一
肝
吋
窯
集
纂
巧
け
。
｝
目
弗

靖
．
。
。
．
一
。

　
「
斯
か
る
原
始
状
態
に
あ
る
人
類
を
長
期
に
亙
っ
て
概
察
し

て
来
た
欧
…
維
じ
人
は
、
よ
く
彼
等
原
始
民
族
は
傍
え
様
も
な
い

程
に
触
批
て
お
一
ノ
て
、
叉
忠
考
に
榊
く
、
火
一
。
阿
な
る
ｎ
然
の
机

象
に
対
し
て
没
交
一
、
沙
な
る
か
の
如
き
悠
皮
を
採
り
、
ｎ
己
以
外

の
も
の
に
対
し
て
は
全
く
無
閑
心
で
丸
る
と
、
訴
っ
て
い
る
の

で
お
る
い
忠
う
に
未
閉
人
は
唯
食
わ
ん
と
欲
す
る
の
み
、
而
し

て
天
候
の
少
外
に
対
し
て
は
白
己
を
護
る
に
必
要
な
物
が
備
わ

　
　
「
国
民
縦
済
進
化
論
」
の
根
本
思
想
（
淡
川
）

っ
て
い
る
な
ら
ば
、
唯
眠
ら
ん
と
欲
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
彼

等
の
、
人
牛
の
い
的
の
全
体
は
、
之
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
Ｌ

一
冒
琴
ぎ
渇
掌
ぎ
二
轟
峯
茅
麦
津
．
；
．
三
。

　
「
故
に
動
物
の
僻
む
と
同
様
の
こ
と
、
即
ち
生
命
を
維
持
す

る
と
云
う
こ
と
が
、
叉
白
然
人
の
標
準
的
本
能
で
あ
る
。
而
し

て
此
の
本
能
た
る
や
空
問
的
に
は
一
個
処
に
限
り
、
時
問
的
に

は
欠
乏
感
覚
の
牛
じ
た
隙
閑
に
限
る
。
換
言
す
れ
ば
、
未
開
人

は
唯
白
己
を
の
み
考
え
、
班
在
を
の
み
思
う
も
の
で
お
る
。
而

し
て
其
の
白
己
を
超
え
、
現
在
を
絶
し
い
る
も
の
は
、
彼
等
の

精
神
に
、
取
っ
て
は
、
全
く
無
閑
心
の
状
態
に
止
ま
る
も
の
で
あ

る
。
故
に
多
数
の
鰍
察
考
は
、
彼
等
の
限
り
無
き
利
己
心
、
同

挟
に
対
す
る
冷
鮒
、
貧
愁
、
盗
心
、
燃
惰
、
将
来
に
就
い
て
の

廠
．
版
な
き
こ
と
、
健
忘
什
箏
を
非
燃
す
る
に
千
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
之
れ
Ｈ
怖
、
記
倣
、
杵
〃
な
る
も
の
が
、
倫
未
だ
全
く
彼

等
の
閉
に
禿
｛
、
疋
し
て
い
な
い
こ
と
に
｛
米
す
る
の
で
お
る
。
期

く
概
米
れ
ば
、
今
此
処
に
肘
外
に
対
す
る
彼
竹
、
“
ｎ
然
人
の
態
、
贋

を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ぱ
、
是
等
の
什
怜
か
ら
出
発
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
一
〇
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
一
号
）

こ
差
葦
せ
ざ
る
毒
な
い
の
で
あ
る
。
Ｌ
一
鶏
葬
讐
雪

毒
、
考
萌
。
一
、
、
、
け
イ
、
、

　
「
、
斯
く
観
奈
し
未
れ
ぼ
、
吾
人
は
此
処
に
彼
箏
ｎ
然
人
の
問

に
極
め
て
広
く
行
わ
れ
て
い
る
慨
惰
の
週
恢
を
非
難
し
得
な
い

こ
と
に
な
る
。
然
し
今
一
歩
を
逃
い
て
考
う
る
に
、
概
察
者
が

以
っ
て
閑
惰
な
り
と
忠
う
こ
と
も
、
之
は
彼
等
に
先
見
の
閉
な

く
、
徒
ら
に
刹
榔
に
乍
き
て
い
る
こ
と
に
由
米
す
る
を
如
る
の

で
あ
る
。
彼
箏
に
し
て
共
の
欲
望
充
当
さ
れ
、
池
淋
に
な
れ
ぱ

刻
苫
．
精
肋
す
る
康
な
苫
し
み
を
為
さ
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
彼

等
は
決
し
て
労
働
せ
な
い
と
云
う
の
で
は
な
い
。
実
に
彼
等
は

一
般
に
貧
刺
な
る
逝
以
を
使
州
し
、
荷
お
且
つ
文
明
人
に
比
し

て
敢
て
遜
色
の
な
い
労
働
を
讐
む
こ
と
も
稀
有
で
は
な
い
。
唯

共
の
処
っ
て
い
る
の
は
、
共
の
労
舳
川
が
眺
則
ｍ
の
も
の
で
は
な

く
、
叉
悦
律
一
！
り
た
時
閉
に
行
う
も
の
で
は
な
く
し
て
、
欠
乏

が
彼
箏
を
強
典
し
、
又
は
映
僚
し
て
い
る
情
閥
が
効
撒
ハ
し
た
時

に
１
飛
搬
的
に
、
一
気
呵
成
に
遂
行
す
る
点
に
あ
る
。
而
か
も
真

面
〔
な
る
牛
活
閉
越
と
し
て
よ
り
は
、
寧
ろ
遊
戯
半
分
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
一
〇
六
）

之
れ
を
行
う
の
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
彼
等
自
然
人
は
常
に
最
も
手
近
か
な
刺
撒
に
の
み
従

わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
片
一
寸
の
行
為
は
矢
に
純
然
た
る

衝
動
に
某
く
の
で
お
る
。
否
な
単
斤
る
反
射
連
動
た
る
け
」
過
ぎ

た
い
の
で
あ
る
、
欲
鬼
と
共
の
充
当
と
の
閉
の
史
鱗
が
益
六
接

近
し
米
れ
ば
、
彼
箏
は
恋
々
喜
ぶ
の
で
お
る
。
一
目
然
人
は
子
一
供

で
あ
る
。
彼
予
は
将
米
を
考
え
ず
、
又
過
去
を
顯
み
る
こ
と
な

く
、
彼
箏
は
万
卯
を
忘
却
す
る
、
祈
ら
し
い
印
象
は
、
常
に
巡

去
の
古
い
印
象
を
逐
う
の
で
あ
る
。
如
何
絆
苦
し
い
、
生
活
上

の
困
難
も
、
彼
箏
の
精
抑
の
快
活
な
快
木
情
撚
を
、
仮
令
一
時

的
た
り
と
も
、
撹
乱
す
る
こ
と
は
山
米
な
い
の
で
あ
る
。
Ｌ
（
【
．

吋
饒
ｏ
－
嵩
二
司
目
３
一
巴
；
づ
胴
ｏ
ｇ
く
（
一
寿
Ｊ
・
オ
芹
ａ
ユ
崖
事
．
Ｈ
．
○
ｏ
．
Ｎ
Ｈ
．
）
。

　
然
る
に
上
人
に
し
て
永
く
欧
…
維
山
人
に
快
伐
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、
共
の
快
沽
な
性
一
慨
を
欠
い
、
に
誰
な
る
性
格
に
少
ず
る

様
に
な
る
例
が
極
め
て
多
い
の
は
、
注
な
す
町
き
で
あ
る
。
フ

リ
ッ
チ
（
写
ま
ｏ
ご
は
此
の
箏
を
脱
閉
し
、
共
は
彼
箏
が
共
の

主
人
よ
り
し
て
、
漸
く
将
米
「
ト
枕
い
て
頗
慮
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ



る
の
習
慣
を
得
る
様
に
な
っ
た
が
、
叉
一
方
で
は
彼
等
の
感
情

は
、
か
か
る
顧
慮
を
伴
う
仕
事
に
到
底
適
応
し
得
な
い
為
め
で

も
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
お
る
。

　
斯
く
の
如
く
剤
那
に
生
ぎ
る
、
彼
等
の
生
活
は
、
判
断
と
未

末
の
概
念
と
を
前
提
と
し
て
い
る
価
値
概
念
に
よ
っ
て
、
決
し

て
乱
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
中
略
）
。
　
然
し
他
の

方
面
よ
り
見
れ
ば
、
彼
等
の
貧
慾
は
殆
ど
飽
く
処
を
知
ら
な
い

有
様
で
あ
る
。
未
開
種
族
を
招
い
て
饗
応
を
な
す
場
く
口
、
其
の

衝
長
等
の
眼
に
好
物
と
し
て
映
じ
た
も
の
は
、
何
で
も
之
を
得

よ
う
と
し
て
、
悉
く
掠
め
去
っ
て
．
行
く
こ
と
は
、
旅
行
者
の
常

に
発
す
る
歎
声
で
あ
る
。
之
れ
亦
、
彼
等
未
閑
人
の
素
朴
的
た

利
己
心
と
、
無
限
な
る
貧
愁
の
夫
わ
れ
と
見
る
可
き
で
お
る
。

然
し
是
箏
の
帆
象
を
〔
し
て
縦
済
を
常
む
女
明
人
の
営
利
心
と

同
じ
も
の
で
お
る
と
桝
す
る
な
ら
ば
、
共
は
杜
し
い
泌
見
で
お

ろ
う
、
彼
箏
鮒
火
人
の
け
為
の
火
稚
と
な
る
も
の
は
、
術
に
利

榔
の
印
象
の
み
で
お
っ
て
、
八
、
を
距
て
て
い
る
も
の
に
対
，
し
て

は
、
少
し
も
之
を
畑
、
み
る
二
と
が
た
い
の
で
あ
る
、
彼
等
は
典

　
　
「
国
民
簑
旧
進
化
■
誠
」
い
根
本
一
点
想
一
淡
川
一

に
同
時
に
二
つ
の
思
忠
を
荻
列
せ
し
め
、
以
っ
て
是
守
を
比
較

計
量
す
る
こ
と
が
出
来
ず
し
て
、
常
に
唯
一
つ
の
思
想
に
の
み

支
配
せ
ら
れ
、
強
い
断
案
を
抱
い
て
之
を
追
求
し
て
行
く
の
み

で
あ
る
一
Ｌ
気
．
雲
麦
ニ
ヨ
ま
一
争
員
ミ
く
・
寿
葦
享
－
。
。
ゴ
與
＝
・

－
○
り
一
～
～
．
）
、
、

　
以
上
原
著
者
の
、
自
然
人
の
経
済
状
態
に
閑
す
る
考
察
を
数

個
処
に
亙
り
引
用
紹
介
し
た
の
で
お
る
が
、
是
等
を
拮
約
す
る

．
も
の
と
し
て
、
次
に
経
済
の
概
念
と
は
正
に
１
桐
反
す
る
概
念
を

原
著
者
は
如
阿
な
る
点
に
求
め
て
い
る
か
を
述
べ
、
以
っ
て
共

の
経
済
に
対
す
る
考
察
が
如
河
に
心
推
的
色
彩
に
貨
ん
で
い
る

か
を
小
す
で
あ
ろ
う
、
　
「
而
し
て
斯
か
る
状
態
（
筆
者
註
　
前
段

よ
り
の
、
野
蛮
人
の
緑
済
状
旗
ヤ
．
指
す
。
）
が
真
に
ー
経
済
の
正
反
対

を
忠
味
す
る
も
の
で
も
る
こ
と
は
、
介
人
が
知
っ
て
い
る
処
の

一
切
の
班
柄
か
ら
し
て
、
之
れ
を
附
定
し
得
る
の
で
あ
る
。
蓋

し
維
済
と
は
常
に
肘
貨
惟
鮒
と
云
う
こ
と
に
よ
っ
て
止
じ
た
処

の
人
類
の
脇
Ｎ
で
■
あ
る
、
洋
ナ
仰
は
節
制
で
あ
っ
て
、
皿
に
眼
前

の
箏
象
に
対
す
る
顯
岨
の
み
た
ら
ず
、
父
将
米
に
対
す
る
心
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
ヒ
　
（
二
一
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
一
暑
）

げ
で
お
る
。
節
約
せ
る
時
問
の
分
割
で
あ
る
、
合
目
的
な
る
時

問
の
順
序
で
あ
る
。
即
ち
経
済
は
労
働
と
、
物
の
価
値
と
、
其

の
消
殺
の
節
約
と
、
財
産
蓄
積
と
、
文
化
開
発
の
物
資
を
子
孫

に
伝
承
せ
し
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て

是
等
一
切
の
こ
と
は
、
之
を
彼
の
比
較
的
進
歩
し
た
白
然
民
族

に
就
い
て
求
め
よ
う
と
し
て
も
、
到
底
不
可
能
で
あ
る
の
は
、

多
数
経
駄
の
一
致
す
る
処
で
あ
ろ
う
。
更
ら
に
之
を
野
蛮
撮
下

膚
の
民
族
の
問
に
求
め
様
と
し
て
も
、
其
の
飾
芽
を
す
ら
認
め

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
今
若
し
ブ
ッ
シ
ュ
マ

ソ
族
及
び
ヴ
ェ
ッ
ダ
族
の
牛
汎
か
ら
、
火
及
び
弓
箭
の
使
用
を

除
き
去
る
な
ら
ぱ
、
其
処
に
、
は
個
人
的
食
料
探
索
よ
り
以
外
の

何
物
を
も
残
り
得
な
い
で
お
ろ
う
。
彼
等
の
各
人
は
全
く
孤
立

無
援
で
あ
っ
て
、
赤
保
に
何
の
八
捻
も
携
帯
す
る
こ
と
な
く
、

共
の
仰
…
と
共
に
秋
い
地
城
を
辿
逓
す
る
状
況
は
野
峨
と
何
等

処
る
処
な
く
、
山
た
を
子
と
Ｈ
様
の
壮
快
さ
を
以
っ
て
働
か
し

め
、
以
っ
て
物
を
楼
．
み
、
木
に
禁
じ
作
る
の
で
お
る
。
男
女
を

閉
わ
す
、
子
で
捕
え
、
又
は
爪
を
以
て
地
中
か
ら
桝
り
山
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
一
〇
八
）

下
等
動
物
、
球
根
、
果
実
を
生
の
ま
ま
で
食
す
る
の
で
お
る
。
彼

等
は
時
に
は
集
合
し
て
大
小
の
群
を
形
成
す
る
か
と
見
れ
ぱ
、

又
時
に
は
分
れ
て
四
散
す
る
の
で
あ
る
。
之
は
牧
場
、
又
は
猟

場
の
豊
饒
性
如
何
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
、
時

に
聚
団
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
其
は
決
し
て
強
固
な

共
同
体
を
形
成
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
之
は
斯

か
る
一
時
聚
閉
が
決
し
て
彼
等
各
〔
の
生
沽
の
負
担
を
軽
減
す

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
。

　
上
述
し
来
れ
る
が
如
き
描
写
は
、
固
よ
り
今
日
の
吾
人
よ
り

す
れ
ば
、
直
ち
に
之
を
、
水
認
す
る
こ
と
は
山
来
な
い
で
あ
ろ

う
。
然
し
比
較
研
究
よ
り
得
た
処
の
結
果
は
、
斯
く
の
如
き
描

写
を
構
作
す
る
の
余
儀
な
き
に
立
ち
全
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

然
し
此
の
捕
写
に
今
口
直
ち
に
桜
し
様
と
す
る
こ
と
は
、
早
計

で
あ
る
一
今
〔
野
小
一
批
下
級
と
呼
ば
れ
て
い
る
火
炊
と
雌
も
、

実
は
雌
に
或
る
幾
多
の
巡
化
の
逃
枇
を
従
逃
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
什
人
は
彼
午
の
火
沽
か
ら
文
閉
灼
災
糸
た
り
と
秤
し
得

る
武
排
と
火
と
の
使
川
を
除
去
し
て
彬
作
し
た
も
の
が
、
お
の



原
始
的
状
態
で
お
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
今
日
に
於
い
て
は
、

真
に
野
蟹
最
下
級
の
民
族
な
る
も
の
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
が
、
而
か
も
比
軟
的
開
化
し
て
い
る
白
然
人
の
問
に
於
い

て
、
荷
お
且
つ
極
め
て
多
数
の
非
経
済
的
な
こ
と
か
行
わ
れ
て

居
り
、
彼
の
経
済
主
義
を
意
識
的
に
応
用
す
る
と
云
う
こ
と
が

常
に
原
則
と
云
う
よ
う
も
、
寧
ろ
例
外
に
属
す
る
こ
と
を
認
め

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
低
度
の
狩
猟
民
及
び
上
述

の
、
其
の
先
駆
老
の
問
に
は
、
経
済
と
云
う
概
念
は
之
を
一
般

に
適
用
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
か
く
観
米
れ

ぼ
吾
人
は
遂
に
、
彼
等
が
荷
お
未
だ
経
済
な
る
も
の
の
発
生
せ

な
か
っ
た
処
の
、
経
済
以
前
の
進
化
段
幣
に
到
達
し
て
い
る
も

の
な
る
こ
と
を
、
推
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
強

い
て
此
の
段
陪
貨
称
呼
を
付
す
る
な
ら
ぼ
、
私
は
之
を
個
人
的

食
料
帆
休
索
の
段
一
腓
…
（
ま
ｏ
ｏ
ｏ
ｇ
守
｛
ｏ
『
ぎ
ま
＜
己
Ｆ
５
昌
¢
目
７
凶
ブ
『
目
目
ｏ
ｑ
ｏ
・
、

。
。
膏
ぎ
）
と
称
せ
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
る
（
穴
・
雲
〇
一
尋
一
冒
葎
｝
．

目
目
胴
（
－
ｇ
く
ｏ
寿
ｏ
ｏ
考
庁
旺
（
｝
崖
津
．
Ｈ
．
○
ｃ
．
Ｎ
¢
．
、
一
）
、

　
以
上
、
氏
の
原
文
を
引
川
す
る
こ
と
榊
々
繁
多
に
過
ぎ
た
様

　
　
　
「
国
民
緑
済
進
化
論
」
の
根
本
思
想
（
淡
川
）

で
あ
る
が
、
是
等
の
引
用
個
処
か
ら
も
分
る
通
り
、
共
の
経
済

の
概
念
は
概
め
て
心
理
的
色
彩
に
濃
厚
で
あ
る
。
個
人
的
食
料

探
索
時
代
な
る
名
称
を
付
与
し
た
後
に
。
、
氏
は
更
に
続
げ
て
、

「
此
の
個
人
的
食
料
状
索
の
時
代
か
ら
、
如
何
に
し
て
経
済
な

る
も
の
が
発
展
し
て
来
た
か
は
、
今
日
に
あ
っ
て
は
之
を
推
測

す
る
こ
と
は
、
決
し
て
宥
場
な
業
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
し

直
ち
に
消
費
し
尺
さ
ん
が
為
め
に
天
産
物
を
獲
得
す
る
こ
と
の

代
り
に
、
距
れ
る
目
的
を
〔
桁
す
生
座
が
行
わ
れ
、
本
能
的
の

身
体
活
動
の
代
り
に
、
目
的
を
意
識
す
る
体
力
の
使
用
、
即
ち

労
働
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
時
こ
そ
、
段
陪
転
化
の
一
機
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
断
す
る
の
が
、
最
も
至
当
な
考
え
方
で
は

あ
る
ま
い
か
。
」
（
穴
．
団
芹
ぎ
二
饅
』
・
Ｃ
二
ｃ
○
・
Ｎ
べ
）
と
諭
じ
て
い
る

の
に
見
て
、
共
の
考
察
方
法
が
、
締
済
の
発
迷
を
心
理
的
に
考

察
し
た
学
説
の
巾
で
岐
も
凧
、
炎
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ル

ニ
フ
ム
プ
レ
ヒ
ト
（
『
邑
Ｈ
ら
冒
肩
８
軍
）
の
共
と
殆
ど
同
巧
典

曲
で
あ
る
こ
と
、
か
泌
め
ら
れ
る
の
で
お
る
、
ラ
ム
ブ
レ
ヒ
ト

（
Ｈ
ら
冒
冒
ｇ
享
）
は
夙
に
紅
派
批
象
を
心
州
舳
に
考
察
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
一
〇
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
一
号
）

の
必
要
を
認
め
、
欲
望
と
之
が
充
当
と
の
閑
係
を
捕
え
米
っ
て
、

此
の
問
に
存
す
る
心
一
斗
的
緊
俵
（
ま
二
・
｛
９
一
。
・
Ｏ
ぎ
○
り
寝
昌
旨
ひ
ｑ
）

を
以
っ
て
経
済
発
達
の
恨
本
的
事
実
と
し
、
此
の
緊
張
の
程
度

と
、
之
を
解
除
す
る
手
段
の
発
達
と
を
標
準
と
し
て
、
経
済
発

達
の
段
階
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
其
の
所
謂
第
一
期
は
右
の

心
理
的
緊
張
の
存
在
せ
な
い
原
始
状
態
で
あ
っ
て
、
此
の
時
代

に
は
食
物
は
殆
ど
衝
動
的
に
探
究
せ
ら
れ
、
反
射
的
に
食
い
尺

さ
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
即
ち
欲
望
の
衝
動
と
欲
望
充
当
と
の

問
に
は
殆
ど
問
隔
は
た
く
、
仮
令
共
の
問
に
心
理
灼
緊
復
が
年

在
し
て
も
、
之
が
解
除
は
全
然
反
珊
灼
に
行
わ
れ
る
に
過
ぎ
な

い
段
階
で
あ
る
。
此
の
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
（
穴
．
夏
冒
冒
８
享
）
の
、

欲
望
と
之
が
充
当
と
の
閑
係
に
枕
い
て
の
考
え
方
は
、
ビ
ュ
ヒ

ア
ー
（
【
．
雲
ｏ
ぎ
『
）
が
財
貨
が
小
陸
者
の
予
か
ら
消
費
者
の
手

に
全
る
逝
秋
の
艮
短
を
櫟
準
と
し
て
、
共
維
済
発
腿
段
陪
説
を

一
）
一
定
し
た
の
と
、
棚
類
す
る
処
多
く
、
岬
考
は
水
災
二
面
の
閉

係
を
有
す
る
が
如
く
に
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
ビ
ュ

ヒ
ア
！
（
穴
．
コ
饒
ｏ
ゴ
ｏ
『
）
の
考
・
尤
カ
バ
か
ラ
ム
ブ
レ
ヒ
ト
（
穴
．
Ｈ
ら
昌
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
一
一
〇
）

肩
８
三
の
其
と
本
質
的
に
異
る
の
は
、
後
者
が
経
済
現
象
を

終
始
一
貫
し
て
心
理
学
的
に
解
釈
し
た
の
対
し
て
、
前
考
は
史

的
考
察
を
主
眼
と
し
、
唯
之
に
添
る
に
心
理
．
的
解
釈
を
交
錯
せ

し
め
た
点
に
求
め
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
其
ば
氏
の
所
澗
偲
人
的

食
料
探
索
時
代
の
特
徴
を
叙
述
し
終
っ
て
、
　
「
本
能
的
の
身
体

活
動
の
代
り
に
、
目
的
を
恵
識
せ
る
体
力
の
使
用
な
る
労
働
が

牛
ず
る
に
全
っ
た
共
時
こ
そ
、
時
代
転
化
の
秋
で
あ
っ
た
ろ
う

と
忠
う
の
が
最
も
恕
到
し
場
い
考
え
方
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」

と
一
応
結
論
と
も
思
わ
れ
る
、
康
な
断
案
を
下
し
て
置
き
乍
ら
、

（
穴
．
雲
・
一
曇
』
．
凶
・
９
ら
』
べ
．
）
、
直
ち
に
之
に
続
げ
て
、
「
然
し

実
は
共
は
唯
純
理
輪
的
な
断
定
た
る
に
止
っ
て
、
阿
等
五
口
人
に

利
す
る
処
が
な
い
の
で
あ
る
、
思
う
に
白
然
人
に
松
げ
る
労
働

程
、
臓
ろ
げ
な
る
、
怪
し
い
姿
を
有
す
る
も
の
は
な
く
、
恋
々

其
の
本
源
を
迫
究
し
て
行
く
な
ら
ば
、
遂
に
は
其
の
形
式
よ
り

見
る
も
、
又
共
の
内
容
か
ら
考
え
て
も
、
益
々
遊
戯
に
近
い
も

の
と
化
し
て
米
る
の
で
あ
る
。
」
と
約
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
『
軍
三
一
９
』
』
．
○
ニ
コ
Ｏ
．
ミ
）
　
斯
く
て
比
の
箏
情
を
例
杜
せ
ん



と
し
て
、
白
然
民
族
の
問
に
爪
る
炎
多
の
箏
例
を
引
用
し
て
、

や
が
て
次
の
如
く
記
述
し
て
い
る
、
　
「
か
る
デ
故
に
、
枝
術
は

遊
戯
と
い
う
こ
と
か
ら
由
来
し
て
、
遊
戯
的
な
も
の
か
ら
漸
次

効
用
あ
る
も
の
へ
と
推
移
す
る
に
至
っ
た
の
で
お
る
。
斯
く
て

従
来
学
者
の
考
え
て
い
た
処
の
迷
化
の
順
序
は
、
正
し
く
実
際

と
は
反
対
に
立
つ
空
繍
と
な
り
「
遊
戯
は
労
働
よ
り
も
古
く
、

芸
術
は
経
済
的
牛
皮
に
先
立
つ
」
と
い
う
こ
と
を
此
処
に
一
一
一
、
口
わ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
，
彼
の
高
箏
な
る
白
然
人
の
間

に
於
い
て
は
、
共
子
労
働
と
遊
戯
と
云
う
、
二
つ
の
瑛
素
は
、

既
に
杣
互
に
分
化
し
つ
つ
お
る
け
れ
共
、
而
か
も
荷
お
彼
等
が

重
．
堤
な
る
労
働
を
常
ま
ん
と
す
る
に
山
っ
て
は
、
必
ず
先
ビ
一
つ
雄

蜥
し
、
而
し
て
後
に
労
鋤
す
る
か
、
若
し
く
は
脈
、
洲
し
つ
つ
労

働
す
る
の
で
あ
る
　
－
　
ノ
　
猟
外
、
　
　
　
　
　
班
、
ら
に
炊
い

つ
つ
労
働
す
る
こ
と
が
、
杵
地
と
さ
れ
て
い
る
の
で
お
る
（
■

巾
饒
ｏ
ブ
９
一
與
・
凶
・
（
）
二
ｃ
○
・
ジ
）
・
）
。
　
ツ
』
と
■
脈
４
ぼ
人
洲
ヒ
〕
は
氏
の
、
別
の

万
作
で
お
る
「
労
働
と
律
醐
」
（
＞
「
一
）
¢
岸
目
づ
０
勾
プ
＜
亭
旨
；
Ｕ
ｏ
Ｊ
の
結

論
と
し
て
没
け
ら
れ
た
、
鳩
九
班
の
「
，
経
済
的
危
災
法
則
と
し

　
　
　
「
国
民
縫
済
進
化
諭
」
の
根
本
悠
想
（
淡
川
）

て
の
偉
動
」
（
づ
ｇ
室
一
三
…
易
国
秀
芽
。
ヨ
§
身
。
ブ
３
ヨ
募
一
。
斤
．

一
旨
暢
冒
巨
ｏ
邑
の
最
後
に
も
、
次
の
如
く
展
開
さ
れ
て
い
る
、

「
吾
人
の
今
日
の
止
活
・
に
於
い
て
は
、
共
の
太
古
的
な
共
働
か

ら
苦
人
が
出
発
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
誇
婁
素
が
、
跳
に
枳
互
に
、
迷
く

懸
げ
離
れ
て
い
て
、
吾
人
は
共
の
緊
密
た
交
互
閑
係
を
、
何
処

で
も
正
し
く
把
撮
し
得
る
と
云
う
沢
に
は
行
か
な
い
の
で
あ

る
。
芸
術
と
技
術
と
は
、
其
の
職
業
的
な
形
態
に
於
い
て
は
、
今

は
沽
だ
異
っ
た
方
途
を
歩
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
動
く
芸

術
（
筆
者
註
・
舞
踊
、
遊
戯
か
し
指
、
つ
。
）
は
科
学
及
び
技
術
の
羽
ｎ
練
に

対
し
て
は
、
今
口
で
は
赦
早
何
の
閉
ヂ
係
も
有
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
而
し
て
労
鋤
肯
の
上
沽
に
れ
い
て
は
、
共
は
又
殆
ど
何

の
役
割
を
泌
じ
て
い
・
、
へ
い
。
之
に
ぱ
し
て
杵
止
の
仲
一
ム
術
　
（
筆
者

註
・
絵
蘭
、
彫
刻
を
指
す
。
）
は
久
し
い
以
前
か
ら
仰
び
技
術
と
結
く
ｎ

せ
ん
と
努
め
て
い
る
の
で
、
あ
ろ
。
足
乎
｛
考
の
上
仙
機
、
的
拮
合
は
、

大
多
数
の
似
城
ド
」
於
い
て
蛤
ど
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、

　
此
の
点
で
は
仙
々
人
の
小
沽
は
、
け
し
い
、
無
雌
味
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
労
働
ば
彼
に
収
っ
て
は
、
批
早
や
杵
楽
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
一
一
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
一
吾
）

り
、
同
時
に
詩
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い

る
。
市
場
向
の
牛
産
は
最
早
彼
に
、
自
家
用
の
為
め
の
生
産
に

於
け
る
が
如
く
に
、
個
人
的
な
名
誉
と
名
声
と
を
も
た
ら
さ
な

い
。
此
の
市
場
向
生
産
は
ダ
ー
ス
物
を
要
求
し
、
個
人
的
、
芸

術
的
喀
好
を
少
し
も
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
芸
術
は
パ
ソ
に
頭

を
屈
し
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
職
業
的
に
形
成
さ
れ
た
活
動
は

朗
な
遊
戯
で
も
な
げ
れ
ぼ
、
又
愉
快
な
享
楽
、
で
も
な
く
し
て
、

真
面
口
な
義
務
で
あ
り
、
而
し
て
屡
々
苦
病
な
禁
欲
で
あ
る
。

然
し
之
と
並
で
、
是
等
の
全
体
が
此
の
発
展
過
程
に
於
い
て
獲

得
し
た
処
の
も
の
を
看
過
し
て
は
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
技
術

と
芸
術
は
、
分
化
と
分
業
と
に
よ
っ
て
、
夢
想
だ
も
せ
な
か
っ

た
処
の
、
高
皮
の
能
率
に
ま
で
発
迷
し
、
労
働
は
一
胴
生
産
的

と
な
り
、
吾
人
の
維
済
財
の
装
術
は
又
一
岬
搬
富
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
而
し
て
技
術
と
芸
術
と
が
、
他
〔
精
神
に
は
幸
禍
な

沽
沿
を
、
又
肉
体
に
は
白
然
民
炊
の
閉
の
、
批
火
の
も
の
を
拙

ん
で
し
め
る
洲
和
の
と
れ
た
完
成
を
Ｈ
復
す
る
処
の
、
　
一
胴
高

い
作
軸
舳
た
統
一
を
拮
約
し
得
る
で
あ
ろ
・
ノ
と
云
う
希
｝
を
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
一
一
二
）

棄
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
Ｌ
（
ら
雲
Ｏ
ぎ
「
淳
訂
岸
昌
｛

射
耳
艘
冒
易
．
・
。
・
ぎ
宇
ｏ
ｏ
・
亀
ｏ
～
Ｎ
Ｈ
．
）
。
此
の
引
用
文
か
ら
も
分
る

様
に
、
氏
は
飽
く
ま
で
経
済
塊
象
の
考
察
に
発
展
史
的
見
地
に

立
脚
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
又
一
問
に
於
い
て
、
経
済

現
象
を
心
理
学
的
に
解
釈
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
而
し
て
此
の
史
的
考
察
と
、
心
理
的
解
釈
と
が
最
も
密

接
に
交
錯
、
関
聯
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
其
の

消
費
生
活
に
就
い
て
の
見
解
で
あ
る
。
先
ず
人
類
の
消
費
生
活

が
史
的
に
発
展
す
る
汎
象
な
る
こ
と
を
断
定
し
て
次
の
如
く
述

べ
て
い
る
、
「
絡
済
な
る
も
の
を
、
民
族
の
進
化
に
湖
っ
て
往

古
に
及
ぽ
し
て
行
く
な
ら
ぼ
、
遂
に
は
非
経
済
な
る
も
の
に
化

し
去
る
が
如
く
、
労
働
も
之
を
共
の
原
始
に
湖
ら
し
め
る
な
ら

ぼ
、
遂
に
は
共
の
、
反
対
で
お
る
非
労
働
（
逃
戯
）
と
な
り
終
る

も
の
で
あ
る
。
荷
お
共
の
他
の
重
衷
■
な
る
、
一
切
の
維
済
槻
象

に
於
い
て
も
、
斯
く
の
如
き
状
求
を
続
け
て
行
く
な
ら
ば
、
恐

ら
く
ｎ
昧
、
結
火
に
列
辻
す
る
で
お
ろ
う
　
而
し
て
共
の
巾
に

あ
り
て
、
脈
一
っ
．
小
久
一
」
し
て
、
不
小
火
穴
る
も
の
が
作
す
る



之
れ
即
ち
「
消
費
一
で
あ
る
。
蓋
し
人
類
に
は
何
時
、
如
何
な

る
処
に
於
い
て
も
、
欲
望
を
生
じ
、
而
か
も
之
を
充
当
さ
さ
ず

し
て
は
済
事
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
人
類
の
欲
望
な
る
も

の
は
、
其
が
経
済
的
に
表
わ
れ
て
未
る
範
囲
に
於
て
は
、
自
然

的
に
前
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
板
め
て
小
都
分
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。
即
ち
白
然
的
必
要
よ
り
し
て
生
ず
る
消
費
と
云
え

ば
、
共
は
唯
食
物
に
閑
す
る
も
の
の
み
で
あ
っ
て
、
其
の
他
に

至
っ
て
は
総
て
が
文
化
の
所
産
、
人
問
精
神
の
臼
由
な
る
創
作

的
行
為
の
結
皿
く
で
お
る
。
而
し
て
之
が
無
げ
れ
ぼ
、
人
類
は
永

久
に
球
根
を
掘
り
返
し
、
呆
実
を
抹
求
す
る
動
物
の
状
態
を
脱

し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
（
穴
』
饒
｝
９
』
』
・
○
・
ら
・
Ｎ
Ｏ
し
。
此
の

引
旧
川
文
か
ら
見
れ
ぼ
、
食
生
活
以
外
の
、
人
類
の
消
費
止
活
は
、

史
灼
党
腿
の
結
皿
く
に
帰
す
る
も
の
で
お
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
吏
に
消
銚
共
臼
体
に
閑
す
る
、
氏
の
考
察
に
は
、
極

め
て
心
理
灼
解
釈
に
浪
唯
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
之
を
約
柾
す
る
為
め
に
。
、
　
「
閑
民
経
済
逃
化
輪
」
獅
二
集
の

第
九
篇
に
収
め
ら
れ
た
「
消
費
」
と
魎
す
る
論
稿
の
中
か
ら
、

　
　
「
国
民
経
済
進
化
諭
」
の
根
本
思
想
（
淡
川
）

若
十
の
個
処
を
次
に
掲
げ
て
見
よ
う
。

　
「
企
業
の
財
産
は
常
に
新
な
る
貨
幣
の
形
態
を
探
ら
ん
こ
と

を
努
め
、
若
し
企
業
が
正
常
な
経
路
を
辿
る
な
ら
ぼ
、
其
の
額

は
増
加
す
る
が
、
使
用
財
産
は
若
し
其
が
利
用
財
で
あ
れ
ぼ
、

其
の
静
止
状
態
に
於
い
て
保
持
さ
れ
、
其
が
貯
蔵
品
で
あ
れ
ぱ

不
断
に
似
じ
、
野
蛮
人
は
死
者
を
埋
葬
■
す
る
に
当
っ
て
は
、
其

の
人
が
牛
前
に
愛
用
し
て
い
た
持
物
を
一
緒
に
埋
め
る
風
習
が

あ
る
が
、
文
明
人
は
常
に
一
部
分
は
、
其
の
先
代
か
ら
伝
承
さ

れ
た
物
で
問
に
合
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
斯
く
見
米
れ
ぼ
、
利
用
財
の
使
用
期
問
を
山
米
る
だ
け
延
長

し
よ
う
と
す
る
慨
向
あ
り
と
す
可
き
も
、
卒
火
は
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
く
、
生
陸
技
術
及
び
流
行
心
理
は
寧
ろ
多
数
の
財
の

利
州
期
問
を
短
締
せ
し
め
つ
つ
あ
り
、
斯
く
し
て
大
抵
の
消
徴

綴
済
に
。
於
い
て
は
、
利
川
鮒
応
の
舳
分
が
貯
蔵
舳
へ
接
近
す
る

の
で
あ
る
。
」
（
声
巾
宗
｝
お
－
向
昌
ｇ
ｏ
訂
プ
目
ｂ
Ｏ
ｑ
宗
『
く
◎
寿
９
０
考
ミ
ｏ
ｏ
Ｏ
訂
Ｐ

Ｎ
秦
ま
○
。
彗
邑
；
胴
．
ｃ
・
し
轟
ｌ
Ｎ
り
．
）
。

　
「
次
に
転
じ
て
本
来
の
消
徴
、
川
ち
首
、
十
楽
消
費
を
考
察
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
（
一
一
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
一
号
）

に
、
此
処
に
若
干
の
難
か
し
い
問
題
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。

几
そ
経
済
学
上
の
閥
題
に
し
て
、
倫
理
学
及
び
心
理
学
上
の
問

題
と
接
触
す
る
こ
と
、
此
処
に
於
げ
る
よ
り
も
著
し
き
は
な

く
、
吾
人
が
人
生
の
終
局
の
目
的
を
享
楽
に
置
く
か
、
又
は
総

て
の
力
の
完
成
、
調
和
的
発
展
及
び
活
動
に
置
く
か
に
よ
っ
て
、

消
費
の
諦
理
象
に
閑
す
る
解
釈
も
、
白
か
ら
異
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

　
総
て
の
人
問
の
行
動
は
享
楽
を
得
、
苦
浦
を
避
け
ん
と
す
る

動
機
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
説
く
人
々
は
（
快
楽
説
）
、
消
費

瑚
、
象
を
科
学
的
に
分
析
す
る
に
当
っ
て
も
、
著
し
く
簡
単
と
な

り
、
彼
等
は
享
楽
を
一
つ
の
数
学
的
理
論
に
ま
で
築
き
上
げ
、

人
、
閉
の
享
楽
は
其
の
一
生
汰
を
通
し
て
、
此
の
享
楽
の
く
ｎ
計
が

最
大
と
な
る
様
に
配
列
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ぬ
と
説
く
の
で
あ

る
が
、
実
除
の
閉
魎
と
し
て
は
、
殆
ど
適
用
さ
れ
得
な
い
の
で

お
る
。

　
之
に
反
し
沽
動
主
共
を
率
ず
る
人
々
は
、
消
徴
に
逢
か
に
複

耕
エ
、
∴
原
内
を
認
め
、
彼
箏
は
利
己
的
鋤
機
以
前
に
、
又
利
他
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
（
一
一
四
）

動
機
の
作
州
を
説
き
、
凡
そ
人
問
の
経
済
行
為
の
中
で
、
消
費

の
領
域
に
於
け
る
程
、
礼
会
倫
那
的
の
判
断
標
準
に
某
く
も
の

他
に
無
し
と
す
る
の
で
あ
る
。
実
に
浪
費
、
貧
欲
、
賛
沢
、
節

約
、
知
足
、
恵
与
、
寄
食
等
の
諾
概
念
は
、
総
て
の
時
代
に
於

い
て
経
済
学
上
の
概
念
た
ら
ず
し
て
、
主
と
し
て
倫
理
学
上
の

概
念
で
あ
つ
た
Ｕ
Ｌ
（
内
．
雲
９
亀
一
ヨ
葎
ゆ
プ
目
温
｛
亀
く
〇
一
茅
三
子

ｏ
．
ｏ
ぎ
津
．
芦
ｃ
ｏ
．
ｃ
ｏ
震
山
岬
．
）
。

　
「
消
費
の
客
鰍
的
尺
度
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
其
の
主
観
的

尺
度
を
決
定
す
る
こ
よ
り
も
、
湿
か
に
谷
場
で
あ
る
。
几
そ
所

得
は
是
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
大
さ
で
あ
り
、
共
の
所
得
を
越

え
て
浪
飲
す
る
考
は
、
彼
の
経
済
の
基
礎
を
侵
害
す
る
こ
と
に

な
る
、

　
消
費
の
主
概
的
尺
皮
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
逸
か
に
内
難
で

お
る
り
凡
そ
人
閉
の
欲
鬼
の
範
閉
は
、
気
候
、
土
地
の
習
俗
、

文
化
の
杵
皮
、
礼
会
上
の
地
什
、
仙
人
舳
な
生
沽
の
職
能
及
び

人
火
概
牢
に
よ
っ
て
拷
る
し
く
処
る
も
の
で
お
り
、
人
閥
は
共

の
欲
削
－
を
小
九
火
ユ
ヲ
る
火
“
め
に
に
、
沽
山
孤
鮒
の
仙
］
々
の
代
似
幻
か
ら



構
成
さ
れ
た
組
合
せ
を
必
要
と
し
、
此
の
欲
望
圏
を
云
わ
ぱ
同

心
円
に
よ
つ
て
種
々
要
度
の
異
る
欲
望
群
団
へ
分
解
し
、
此
処

に
生
活
の
必
要
、
文
化
及
び
賛
沢
の
必
要
な
る
諮
概
念
に
到
達

す
る
の
で
あ
る
、
然
し
是
等
は
何
れ
も
比
較
的
の
大
さ
で
あ
っ

て
、
同
一
の
収
入
と
消
費
の
等
し
い
貨
幣
価
値
に
於
け
る
農
家

と
官
吏
と
の
消
費
必
要
は
、
日
疋
董
二
つ
の
群
団
へ
序
列
し
て
見

れ
ぼ
、
分
る
の
で
あ
る
。
生
活
の
必
需
品
は
種
々
の
教
養
附
級

の
人
々
に
。
取
っ
て
、
叉
色
々
の
旧
民
性
の
労
働
老
に
取
っ
て
、
且
里

及
び
質
の
点
で
少
し
も
同
一
で
は
な
く
、
又
賛
沢
の
概
念
に
固

着
す
る
も
の
も
流
動
的
、
不
確
定
、
時
及
び
処
に
よ
っ
て
異
る

が
、
唯
問
趣
と
し
て
何
が
浪
費
な
る
か
は
、
殿
い
得
な
い
の
で

あ
る
い
・
一
棄
簑
む
奪
奪
絆
怜
斗

　
以
上
数
個
処
に
亘
る
引
州
に
よ
っ
て
も
分
る
通
り
、
氏
が
経

済
挑
象
を
理
解
す
る
に
坐
っ
て
は
、
心
理
的
考
察
を
多
分
に
加

え
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
．
此
の
点
も
氏
の
学

説
の
一
特
徴
と
し
て
、
学
揚
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
、

　
次
に
氏
の
学
説
を
検
討
す
る
際
に
、
刈
然
坂
り
上
げ
な
け
れ

　
　
「
国
民
緒
済
進
化
論
」
の
根
本
困
心
想
（
淡
川
）

ぱ
な
ら
ぬ
の
は
、
其
の
経
済
発
展
段
幣
説
の
立
て
方
で
あ
る
。

財
貨
が
生
皮
さ
れ
て
か
ら
消
費
さ
れ
る
ま
で
の
販
路
の
長
さ
を

標
準
と
し
て
、
経
済
の
発
達
を
大
観
し
、
封
鎖
的
家
内
経
済
、

都
市
経
済
及
び
因
民
経
済
の
三
段
陪
に
区
別
す
る
、
氏
の
学
説

は
、
多
く
の
経
済
発
達
段
階
説
の
中
で
も
特
に
有
名
に
な
っ
て

屠
り
、
内
外
の
経
済
原
論
、
経
済
史
概
論
が
、
其
の
経
済
発
達

を
説
く
に
当
り
、
何
れ
も
引
用
又
納
介
す
る
処
で
あ
る
、
経
済

原
論
の
類
書
中
、
其
の
論
旨
の
厳
正
、
其
の
叙
述
の
簡
明
の
点

で
、
白
眉
と
さ
れ
て
い
る
、
　
フ
ッ
ク
ス
（
穴
．
－
．
勺
声
ヲ
）
の
著

書
に
、
も
、
其
の
第
一
節
に
岡
民
経
済
の
発
達
を
説
く
に
当
り
、

特
に
氏
の
段
附
説
を
其
の
ま
ま
引
川
し
て
之
を
説
閉
し
て
い
る

こ
と
に
見
れ
ぱ
、
其
段
附
説
が
独
逸
の
学
界
に
於
い
て
も
如
何

に
斑
さ
れ
て
い
る
か
が
、
分
る
で
莞
う
季
薫
碓
。
。
、

碓
松
叶
峠
、
窮
｛
）
。

　
以
下
其
の
発
朕
段
陪
説
に
就
い
て
の
、
若
十
の
特
徴
を
考
察

し
て
見
よ
う
。

　
先
ず
第
一
に
閉
池
と
す
パ
一
き
は
、
一
氏
は
共
の
考
久
に
・
一
、
｛
る
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
　
（
一
一
五
）
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の
封
鎖
的
家
内
経
済
の
段
階
、
都
府
締
済
の
段
幣
及
び
｝
氏
経

済
の
段
階
、
是
等
三
つ
の
時
代
の
外
に
、
荷
お
経
済
発
達
以
前

の
状
態
と
し
て
個
人
的
食
料
簑
の
時
代
婁
一
葵
養

誰
箒
目
胴
甲
一
な
る
も
の
を
説
い
て
い
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る

泰
爽
葬
爽
４
プ
薫
峠
、
一
。
氏
の
説
く
処
に
よ
れ
ぼ
、

此
の
段
階
に
於
い
て
は
、
各
人
は
自
己
の
肉
体
以
外
に
、
何
等

の
武
器
、
道
具
も
有
せ
ず
、
或
る
種
の
獣
類
と
等
し
く
、
同
類

と
共
に
一
定
の
地
域
を
放
浪
し
、
手
及
び
足
を
巧
み
に
使
用
し

て
、
物
を
捕
え
、
樹
木
に
よ
じ
登
り
、
小
動
物
、
革
根
木
皮
を

探
取
し
て
之
を
食
料
に
充
て
る
の
で
も
る
。
而
し
て
彼
等
は
食

料
獲
得
の
為
め
に
大
小
の
砕
を
成
し
、
時
に
叉
分
赦
す
る
こ
と

も
あ
る
も
、
未
だ
一
定
の
礼
会
を
形
成
す
る
に
全
ら
ず
、
唯
個

々
に
食
料
を
抹
牢
す
る
外
、
活
を
営
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。
而
し
て
如
上
の
原
姶
状
態
は
、
批
実
に
作
在
し
て
い
る

処
の
ｎ
然
人
の
、
披
も
幼
稚
な
小
沽
状
態
を
描
写
せ
る
も
の
で

は
な
く
し
て
、
共
の
上
沽
状
態
の
中
、
雌
も
原
姶
的
止
沽
方
法
に

よ
っ
て
乍
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
消
披
の
特
徴
を
秋
合
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ハ
（
二
六
）

以
っ
て
今
日
の
白
然
人
よ
り
も
更
ら
に
一
暦
湖
っ
た
原
始
人
類

の
生
活
状
態
を
、
思
想
上
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
が
何
故

に
其
の
三
つ
の
時
代
以
前
の
状
態
と
し
て
、
か
か
る
段
階
を
特

設
し
た
か
の
点
で
あ
る
が
、
此
の
個
人
的
食
料
探
索
の
時
代
な

る
も
の
は
、
人
類
は
元
よ
り
個
々
の
経
済
行
為
を
営
ん
で
い
る

が
、
是
等
の
行
為
た
る
や
一
定
の
秩
序
計
劃
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
か
ら
、
未
だ
経
済
な
る
も
の
を
形
成

す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
て
、
原
始
経
済
状
態
と
云

わ
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
原
姶
非
綴
済
状
態
と
も
称
す
可
き
段
階
で

あ
る
。
然
し
氏
の
学
説
の
根
底
的
忠
柵
心
を
為
す
進
化
の
立
場
よ

り
す
る
な
ら
ぼ
、
此
の
時
期
を
以
っ
て
其
の
経
済
発
展
段
陪
説

の
第
一
段
階
と
し
て
考
え
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
前
に

引
川
し
た
処
の
、
氏
の
論
旨
を
此
処
に
再
び
示
す
な
ら
ぼ
「
経

済
な
る
も
の
を
、
民
族
の
進
化
に
湖
っ
て
往
★
に
及
ぼ
し
て
行

く
な
ら
ば
、
遂
に
は
非
維
済
な
る
も
の
に
化
し
去
る
か
如
く
、

労
働
も
之
を
其
の
原
姶
に
湖
ら
し
む
れ
ぼ
、
遂
に
は
其
の
反
対

な
る
非
労
働
（
遊
戯
）
と
な
り
終
る
も
の
で
あ
る
。
荷
お
其
の
他



ノ

の
重
要
な
る
一
切
の
経
済
現
象
に
於
て
も
、
こ
の
様
な
探
求
を

続
げ
て
行
く
な
ら
ぼ
、
多
分
同
様
な
結
果
に
帰
し
て
仕
舞
う
で

あ
ろ
う
。
Ｌ
と
述
べ
て
い
る
一
郊
誌
請
一
一
奪
け
叱
一
巧
遣
、
、
イ

而
か
も
又
一
方
で
、
「
斯
く
の
如
き
の
事
情
よ
り
し
て
、
吾
人

は
個
人
的
食
料
探
索
時
代
が
終
っ
て
、
経
済
が
始
ま
る
に
至
っ

た
と
云
う
、
一
定
の
段
階
を
区
劃
す
る
こ
と
の
、
極
め
て
困
難

な
る
を
信
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
凡
そ
人
類
進
化
の
歴

史
に
は
、
転
化
点
の
如
き
も
の
が
存
在
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
一
切
の
現
象
は
草
木
の
如
く
、
繭
え
出
で
て
は
何
時
の
問

に
か
萎
行
っ
て
仕
舞
う
の
で
あ
る
。
　
『
斯
の
如
き
も
の
よ
』
と

説
き
つ
つ
も
、
実
は
自
然
と
人
問
界
と
の
奇
蹟
を
、
吾
人
が
鈍

き
眼
に
解
し
よ
か
ら
し
め
ん
為
め
の
抽
象
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
経
済
に
あ
っ
て
も
何
等
之
と
異
る
処
が
な
い
の
で
お
る
。

定
に
其
は
絶
え
ず
移
り
行
く
変
遷
の
渦
中
に
在
る
の
で
あ
る
。
」

一
窯
箒
纂
窯
ブ
簑
一
｝
。
、
一
と
続
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
見

れ
ぱ
、
共
の
個
人
的
食
料
探
索
時
代
な
る
も
の
を
考
案
し
た
こ

と
の
重
要
さ
が
、
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
フ
ッ
ク
ス

　
　
「
国
民
綴
済
進
化
論
」
の
根
本
患
想
（
淡
川
）

（
穴
」
ら
弓
ヲ
）
教
麦
が
此
の
段
階
説
を
引
用
、
紹
介
し
た
際
に
、

個
人
的
食
料
探
索
時
代
に
少
し
も
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
甚

だ
遺
憾
で
お
る
一
簑
葬
デ
杉
オ
諸
野
し
。
之
に
つ
い
で

発
展
し
た
、
最
初
の
経
済
段
階
は
、
即
ち
封
鎖
的
家
内
経
済
で

あ
る
。
故
に
ビ
ュ
ヒ
ア
ー
へ
雲
ユ
一
害
）
の
径
済
雀
達
の
階
段
と
し

て
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
前
述
の
家
内
経
済
以
下
の

三
段
階
で
お
る
が
、
然
し
其
の
抱
懐
す
る
進
化
思
想
よ
り
す
れ

ぱ
、
個
人
的
食
料
探
索
時
代
を
想
定
し
た
意
図
を
重
視
せ
な
け

れ
ぼ
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
既
述
の
如
く
、
個
人
的
食
料
探
索
時
代
に
は
、
人
類
は
元
よ

り
個
々
の
経
済
行
為
を
営
ん
で
い
る
が
、
是
等
の
行
為
は
一
定

の
秩
序
計
劃
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
経

済
と
は
云
い
得
な
い
の
で
お
る
。
而
し
て
経
済
が
初
め
て
塊
わ

れ
た
経
過
を
説
明
し
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
、
　
「
其
の
初

め
て
歴
史
に
軌
わ
る
る
に
千
る
や
、
締
済
は
或
る
一
定
の
行
為

の
規
範
に
よ
っ
で
、
栢
導
さ
れ
る
処
の
、
物
貫
的
の
共
同
牛
活
体

と
し
て
現
わ
れ
来
る
も
の
に
し
て
、
此
の
生
活
共
同
体
は
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ヒ
　
（
一
一
ヒ
）



　
　
立
命
鋳
絵
済
一
二
第
六
巻
・
第
一
竺

と
云
う
人
的
道
徳
的
の
生
活
共
同
体
と
密
接
た
る
関
係
に
立
っ

て
い
る
の
で
あ
る
、
斯
く
の
如
く
に
し
て
、
此
の
家
族
な
る
形

式
の
下
に
、
人
類
は
初
め
其
の
経
済
な
る
も
の
を
考
え
る
に
至

り
、
以
っ
て
其
の
本
質
に
応
ず
る
名
称
を
確
定
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
中
古
高
地
独
逸
語
に
於
い
て
は
、
ヴ
ィ

ル
ト
（
妻
６
と
云
う
言
葉
は
肯
お
「
実
父
」
と
同
意
義
で
あ

り
、
ヴ
ィ
ル
テ
ィ
ソ
（
葦
。
葦
）
は
「
正
妻
」
と
云
う
意
味
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
．
、
又
か
の
希
腹
語
よ
り
由
来
す
る
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
ｏ
ぎ
昌
邑
ｏ
）
な
る
言
葉
も
同
様
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　
故
に
集
合
共
同
体
に
於
い
て
、
其
の
目
的
に
適
へ
る
物
の
生

産
及
び
使
用
が
、
彼
の
経
済
主
義
に
準
拠
し
て
行
わ
れ
た
処
、

共
処
に
経
済
ｏ
事
次
の
存
在
し
て
い
る
の
を
推
定
し
得
る
の
で

お
る
　
而
し
て
か
か
る
状
態
は
、
高
箏
な
る
白
然
人
の
問
に
於

い
！
」
は
、
既
「
」
之
を
泌
め
る
こ
と
が
出
米
る
が
、
大
部
分
は
荷

お
個
人
的
食
料
派
宗
時
代
な
る
、
経
済
の
前
段
附
を
思
わ
し
め

る
も
の
が
筏
げ
し
て
、
維
済
な
る
も
の
に
此
処
似
処
に
漸
く
擦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
（
一
一
八
）

頭
し
来
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
Ｌ
一
箒
張
。
、
ぐ
註
一
葬

岬
ブ
羊
一
。
之
が
氏
の
所
謂
「
封
鵠
奮
経
済
」
零
、
・
一
尋

○
完
Ｈ
守
易
三
募
。
ぎ
３
の
段
階
で
あ
り
、
又
「
経
済
」
其
の
も

の
の
概
念
決
定
で
も
あ
る
。
自
己
生
産
を
行
い
、
交
場
無
き
経

済
で
あ
り
、
財
貨
は
一
つ
の
経
済
単
位
に
於
い
て
生
産
せ
ら

れ
、
而
し
て
消
費
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
何
等
財
貨
の
流
通
を

見
ざ
る
も
の
、
之
が
「
経
済
」
の
本
源
な
り
と
説
く
の
で
あ

る
。
而
し
て
此
の
段
階
は
前
に
も
引
用
し
た
如
く
、
高
等
な
る

自
然
民
族
の
間
に
於
い
て
認
め
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
所
謂

古
典
民
族
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
説
く
の
で
あ
る
。
此

の
点
に
関
す
る
氏
の
所
見
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
、
　
「
希

臓
人
、
カ
ル
タ
ゴ
人
、
羅
馬
人
の
経
済
は
実
に
」
此
の
種
の
も
の

に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
　
口
ー
ド
ベ
ル
ト
ゥ
一
■
一
一
寓
Ｏ
今
９
け
毒
）

は
此
の
時
代
を
称
し
て
『
家
雌
経
済
』
（
（
）
二
・
雪
三
景
（
一
ま
一
）
の

時
代
と
呼
ん
で
い
る
。
蓋
し
当
時
は
家
（
○
寿
ｓ
）
た
る
も
の
が

経
済
制
度
の
単
位
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
お
る
　
即
ち
宗
は
単

に
住
宅
の
み
な
ら
い
丁
．
又
共
同
経
済
を
行
う
人
の
Ｄ
休
た
ろ
を



意
味
し
、
之
に
属
す
る
も
の
は
所
謂
『
家
族
仲
問
』
ミ
芋
ミ
）

と
坪
ぼ
れ
て
い
た
の
で
お
る
つ
此
の
ミ
午
ミ
と
云
う
言
菓
は

言
語
の
歴
史
的
川
法
よ
り
す
れ
ぼ
、
共
れ
白
体
に
於
い
て
は
当

時
一
家
の
労
働
一
切
を
負
担
し
て
い
た
処
の
経
済
的
奴
隷
を
の

み
意
味
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
羅
典
語
の

迂
昌
｛
一
旨
と
云
う
の
も
、
之
に
類
似
せ
る
意
味
を
有
し
、
討
旨
巨
｝

（
家
奴
、
碑
僕
）
の
総
体
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
寝
け
胃

＄
昌
旨
畠
と
云
う
の
は
奴
隷
の
主
人
公
と
云
う
意
味
で
あ
り
、

経
済
の
総
所
得
は
其
の
手
中
に
収
め
ら
れ
た
の
で
お
る
。
又
、

寝
弓
雪
君
箒
ｇ
鶉
と
云
う
の
は
夫
権
及
び
父
権
を
奴
隷
所
有

者
の
主
宰
権
に
概
念
的
に
融
く
口
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
家
族
各

員
は
決
し
て
白
已
一
身
の
為
め
に
利
を
営
む
も
の
で
な
く
し

て
、
彼
の
寝
箒
『
武
冒
旨
易
の
為
め
に
働
き
、
此
の
混
け
胃

＄
冒
旨
富
は
実
に
何
人
に
対
し
て
も
一
様
な
る
支
配
権
を
有

し
て
い
た
の
で
芸
。
Ｌ
雪
擁
葬
秦
の
、
～
プ
簑
箏

此
の
奴
隷
側
度
は
希
臓
、
羅
馬
に
於
い
て
最
も
盛
行
し
、
是
箏

の
奴
隷
は
耕
作
に
従
事
す
る
の
外
、
穀
物
を
挽
き
、
家
畜
を
剣

　
　
「
閑
民
縦
済
進
化
論
」
の
根
本
思
想
（
淡
川
）

養
し
、
布
を
織
り
、
赫
を
紡
ぎ
、
器
具
を
作
る
等
の
こ
と
に
従

事
し
、
奴
隷
の
中
は
是
等
の
作
業
を
終
身
負
担
し
、
技
術
上
著

し
い
発
達
を
遂
げ
た
も
の
が
あ
る
。
、
而
し
て
是
等
の
奴
隷
は
家

の
従
属
者
と
し
て
、
其
の
家
の
為
め
に
働
い
た
も
の
で
あ
っ
て

自
己
の
為
め
に
生
産
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
家
長
が
家
を

代
表
し
、
之
が
財
産
を
管
理
し
、
家
に
属
す
る
者
の
行
為
を
監

督
し
、
以
っ
て
家
族
経
済
の
存
続
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。
羅
馬

に
於
げ
る
、
富
裕
な
一
家
族
は
、
其
の
仕
事
の
種
類
か
ら
数
え

て
、
実
に
一
四
六
種
の
奴
隷
が
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

以
っ
て
当
時
に
於
げ
る
家
の
経
済
（
○
寿
ｇ
三
豪
・
訂
３
な
る
も

の
が
如
何
に
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
、
恕
像
出
来
る
で

あ
ろ
う
。

　
此
の
封
鎖
的
家
内
経
済
の
次
に
米
る
の
が
都
市
絡
済
の
段
附

（
皇
ゆ
ｃ
ｏ
巨
序
宗
『
ｇ
ｏ
訂
睾
三
艘
。
。
ｏ
ぎ
津
）
で
あ
る
が
、
此
の
時
代
に

於
い
て
は
所
謂
応
帝
生
雌
（
六
；
宗
暑
８
き
葦
◎
づ
）
で
は
な
く
し

て
、
消
費
者
生
陸
（
穴
◎
易
自
冒
彗
訂
暑
８
旨
ぎ
一
昌
）
が
付
わ
れ
、

財
貨
は
生
産
者
か
ら
直
桜
に
消
敬
考
へ
移
行
し
、
此
の
れ
按

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
一
一
九
）

－」
’

’
」

山
山

虹



　
　
立
命
館
帯
皿
寸
一
第
六
雀
・
第
一
号
）

交
換
を
特
徴
と
す
る
の
で
あ
る
。
地
方
的
財
貨
交
易
（
こ
夢
一
ｇ

○
睾
ｇ
＜
ｇ
ぎ
～
）
の
段
階
と
も
称
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
之
に
続

く
時
代
で
あ
る
、
国
民
経
済
の
段
階
（
ま
ｏ
ｃ
ｏ
巨
守
ｏ
實
く
ｏ
豪
－

三
義
。
ぎ
津
）
に
あ
っ
て
は
、
所
謂
商
品
生
鹿
（
事
胃
ｇ
冒
ｏ
旨
葦
昌
）

財
貨
循
環
の
時
代
で
あ
っ
て
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
問
へ
一

個
の
、
叉
は
数
個
の
中
間
肢
節
が
介
入
し
、
財
貨
は
其
が
消
費

老
｝
」
帰
す
る
以
前
に
、
是
等
肢
節
の
手
中
を
通
過
す
る
の
で
あ

る
。
即
ち
因
氏
的
及
び
国
際
的
財
貨
流
通
（
目
き
ｏ
畠
一
ｇ
目
己

享
胃
墨
＝
◎
墨
一
ｇ
２
８
『
き
ユ
♂
マ
）
の
段
階
で
あ
る
。
家
内
経
済
、

都
市
経
済
、
国
民
経
済
の
三
者
は
、
唯
生
産
消
費
過
程
の
長
短

よ
り
見
れ
ぼ
、
何
れ
も
対
等
の
地
位
を
有
す
る
様
で
あ
る
が
、

ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
（
穴
・
雲
ｏ
ざ
Ｈ
）
が
之
と
対
照
せ
し
め
た
名
称
で
あ

る
交
拠
無
き
維
済
、
直
接
交
換
及
び
鮒
貨
循
環
の
三
者
に
就
い

て
考
え
る
な
ら
ぼ
、
嫡
一
期
は
ｎ
足
経
済
の
時
代
で
あ
り
、
猟

二
期
及
び
跡
三
期
は
共
に
交
換
経
済
の
時
代
で
お
っ
て
、
塘
一

期
と
第
二
側
及
び
箪
三
刎
と
は
本
貫
的
に
火
る
も
の
な
る
を
注

な
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
畑
の
家
の
緑
済
が
漸
次
迩
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
９
　
（
一
一
、

過
秋
を
辿
っ
て
、
い
氏
終
済
と
云
う
、
本
貰
的
に
典
一
ノ
た
も
の

に
化
す
る
に
至
っ
た
と
見
る
点
に
、
氏
の
学
説
の
根
本
理
念
を

認
め
る
の
で
あ
る
。
氏
の
所
謂
家
の
経
済
の
機
構
は
上
来
説
い

た
処
で
あ
る
が
、
其
の
抱
懐
す
る
、
因
民
経
済
の
概
念
は
、
次

の
如
く
に
展
開
さ
れ
て
い
る
、
　
「
国
民
経
済
と
は
一
困
民
の
欲

望
充
当
を
口
的
と
す
る
施
設
、
設
備
、
手
続
の
総
体
が
、
相
集

ま
っ
て
形
作
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
因
民
経
済
は
更
ら
に
多
数

の
個
別
経
済
に
分
た
れ
る
も
の
で
あ
る
か
、
斯
く
分
た
れ
た
個

別
経
済
は
、
何
れ
も
皆
交
換
交
通
に
よ
っ
て
棚
互
に
結
合
せ
ら

れ
、
枢
め
て
鉗
松
せ
る
閑
係
に
立
ち
、
柵
互
相
借
り
杣
扶
げ
て

い
る
の
で
お
る
、
」
一
薫
簑
迂
箒
け
｛
プ
簑
～
。
、
イ
而
し
て

之
が
進
化
の
所
陸
な
る
こ
と
を
説
閉
し
て
次
の
如
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
、
　
「
斯
く
の
如
く
各
方
血
に
対
し
て
棚
互
閑
係
に
立
ち

つ
つ
あ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
旧
氏
維
済
は
片
人
の
後
に
依
わ

れ
る
文
化
発
於
の
結
火
な
り
と
云
い
得
る
の
で
お
る
、
而
し
て

彼
の
特
殊
維
済
が
共
の
私
維
済
た
る
と
、
又
公
経
済
た
る
と
、

将
た
又
其
に
心
按
従
小
し
て
い
る
人
貝
の
大
な
る
と
、
小
な
る



と
に
流
な
く
、
何
れ
に
も
変
化
す
べ
き
も
の
な
る
が
如
く
、
此

の
閑
民
経
済
も
絶
え
ざ
る
変
迷
の
渦
中
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

叉
Ｎ
民
絡
済
上
の
、
一
切
の
挑
象
は
、
史
的
、
文
閉
的
塊
象
で

お
る
。
Ｌ
一
棄
箒
ギ
誇
叶
｛
、
、
纂
｝
。
、
一
、
以
上
数
伽
の
引
用

文
に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
く
、
氏
に
よ
れ
ぼ
「
経
。
済
」
と
「
旧

民
経
済
」
と
は
、
共
の
本
皿
を
根
木
的
に
興
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
而
し
て
一
－
経
済
Ｌ
が
「
因
民
経
済
」
に
迷
化
す
る
に
苓
っ

た
過
程
は
、
氏
の
多
く
の
論
稿
の
随
処
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

其
の
最
も
閉
［
に
且
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
　
「
因
民

経
済
進
化
論
」
第
二
集
に
於
る
「
消
荻
一
（
皇
。
穴
◎
量
竈
昌
巨
昌
）
と

題
す
る
論
稿
中
の
、
下
に
引
州
す
る
一
節
で
お
る
。
日
く
、
「
個

別
紙
済
に
於
げ
る
消
班
の
経
済
的
整
頓
を
家
計
（
皇
・
曽
與
易
ぎ
〒

叶
…
８
ａ
ｏ
○
¢
斤
昌
◎
冒
げ
）
と
云
い
、
軌
在
。
の
几
収
市
ｎ
皮
に
允
迷
し

た
経
済
に
あ
っ
て
、
家
計
は
一
つ
の
完
企
に
独
立
し
た
地
位
を

占
め
、
形
式
的
に
も
叉
実
質
的
に
も
、
営
利
経
済
た
る
企
業
か

ら
分
敵
し
、
之
を
経
済
全
体
と
し
て
見
れ
ぼ
、
夫
々
独
口
の
吋

水
を
持
っ
て
い
る
処
の
、
二
つ
の
範
囲
へ
分
解
し
、
□
疋
箏
の
分

　
　
「
閑
民
続
沽
迷
化
諭
」
（
り
根
本
思
想
（
淡
川
）

野
は
又
夫
々
独
白
に
財
の
出
入
、
流
通
及
び
分
配
を
有
す
。

　
営
利
経
済
は
所
得
を
創
造
す
可
き
職
能
を
有
し
、
家
計
は
所

得
を
合
口
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
、
共
の
任
務
で
あ
り
、
前
者

は
企
業
の
資
本
に
、
後
者
は
家
族
の
使
用
財
産
に
夫
々
其
の
基

礎
を
持
ち
、
常
態
に
於
い
て
は
、
営
利
経
済
の
桁
導
は
男
子
に

属
し
、
家
計
の
運
営
は
女
子
の
仕
事
で
あ
る
。
営
利
経
済
は
賃

銀
労
働
者
を
、
家
計
は
召
使
を
夫
々
抱
え
、
家
計
は
一
つ
の
、

支
え
ら
れ
た
結
合
体
、
即
ち
家
族
に
依
存
し
、
営
利
経
済
は
此

の
結
合
体
を
契
約
の
方
法
で
構
成
せ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ぬ
Ｃ
故
に
１

営
利
経
済
は
共
の
迎
仰
に
於
い
て
は
、
家
計
よ
り
も
途
か
に
ｎ

山
で
あ
る
。
若
し
揖
利
経
済
が
一
つ
の
独
臼
の
法
的
人
格
、
川

ち
会
祉
と
な
れ
ば
、
営
利
維
済
は
家
計
と
は
夫
々
独
立
の
批
向

皮
に
迷
し
、
此
の
場
く
Ｎ
に
は
両
考
の
閉
の
、
唯
一
つ
の
、
経
済

上
の
聯
結
は
、
営
利
経
済
は
共
の
収
益
か
ら
所
得
を
家
計
へ
送

り
、
此
の
所
得
は
家
計
に
於
い
て
消
費
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
宋
計
と
仰
利
と
が
二
分
さ
れ
た
こ
と
は
、
或
る
一
定
の
内
的

必
要
に
沿
う
た
も
の
で
お
り
、
共
の
必
妥
は
分
災
に
ケ
脚
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
．
一
．
し



　
　
立
命
館
総
済
一
、
（
第
六
巻
・
第
一
晋
）

流
通
経
済
が
初
ま
る
と
同
時
に
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し

此
処
に
注
意
す
可
ぎ
は
、
家
計
は
歴
史
的
に
見
て
、
比
較
的
新

し
い
現
象
で
あ
り
、
経
済
史
に
於
い
て
潮
る
こ
と
、
遠
き
程
、

営
利
経
済
と
家
計
と
は
愈
々
密
接
に
聯
結
さ
れ
て
い
た
こ
と
之

れ
で
あ
る
。
而
し
て
此
聯
結
ぱ
遂
に
進
ん
で
、
両
老
は
共
通
の

組
成
貴
を
有
す
る
処
の
、
唯
一
つ
の
杜
会
体
を
形
成
し
、
企
業

家
、
資
本
、
賃
銀
労
働
老
は
存
在
せ
ず
し
て
、
唯
家
政
者
、
家

の
財
産
、
家
人
一
奴
隷
一
雲
の
み
で
あ
る
。
Ｌ
一
鷺
築
討

鋒
註
窪
一
一
帥
リ
。
氏
の
論
調
を
其
の
妻
借
る
な
ら
ぼ
、

「
経
済
史
に
於
い
て
湖
る
こ
と
遠
き
程
、
僻
利
経
済
と
家
計
と

は
恵
々
密
按
に
聯
結
さ
れ
て
い
た
」
も
の
が
、
卿
、
在
で
は
此
の

而
者
は
完
企
に
分
雛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
く
分
離

し
た
両
者
を
結
合
せ
ん
と
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
し
て

も
、
此
の
問
に
処
し
て
如
何
な
る
考
え
を
持
す
可
き
で
お
る

か
、
此
の
点
に
氏
の
経
済
に
閑
す
る
理
．
念
の
特
徴
が
存
す
る
様

で
お
る
。
其
の
考
え
方
は
次
に
掲
げ
る
引
旧
川
文
に
よ
っ
て
推
知

す
る
こ
と
が
出
米
る
、
「
．
此
の
点
で
個
々
人
の
乍
活
は
貧
し
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
一
　
（
一
二
二
）

無
趣
味
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
、
労
働
は
彼
に
と
っ
て
は
最
早

や
音
楽
で
あ
り
、
同
時
に
詩
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
。
市
場
向
の
生
産
は
最
早
や
彼
に
、
白
家
用
の
為

め
の
生
産
の
如
く
に
、
個
人
的
な
名
誉
と
名
声
と
を
も
た
ら
さ

な
い
の
で
あ
る
。
此
の
市
場
向
生
陸
は
ダ
ー
ス
物
を
要
求
し
、

個
人
的
、
芸
術
的
晴
好
を
１
－
仮
令
共
が
あ
っ
て
も
１
、
コ
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了
　
、

も
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
（
中
略
）
。
　
而
し
て
披
術
と
芸
称
と
カ
い

つ
か
は
、
精
神
に
は
幸
杣
な
清
澄
を
、
而
し
て
肉
体
に
は
臼
然

民
族
の
間
の
最
良
の
も
の
を
抽
ん
で
し
め
て
い
る
調
和
の
と
れ

た
完
全
を
坂
展
し
て
、
一
段
と
高
い
律
動
的
な
統
一
を
総
括
し

得
る
で
あ
ろ
う
と
云
う
希
鬼
を
放
棄
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
Ｌ
一
簑
藷
、
。
。
斗
訴
繁
１
ら
斯
く
の
如
き
概
独
の

下
、
勢
い
消
費
小
活
の
雌
重
、
宗
政
の
兎
衷
性
、
家
計
簿
の
整

燃
等
の
閉
魎
が
擦
蜘
し
米
る
の
で
あ
っ
て
、
氏
は
「
．
旧
民
経
済

進
化
楡
－
一
嫡
二
集
に
於
い
て
、
「
沽
費
」
（
簑
Ｏ
穴
Ｏ
婁
自
鼻
一
昌
）
、

「
塚
政
予
算
か
維
済
計
算
か
．
」
（
；
凶
易
ぎ
巨
コ
暢
げ
目
島
ｏ
豚
己
ｇ

ミ
片
け
零
プ
巴
ａ
『
２
ブ
冒
；
ひ
ｑ
ｏ
目
～
）
と
魎
す
る
狐
州
柵
の
下
で
、
□
疋
等
，
の



研
究
対
象
が
展
開
さ
れ
て
い
る
○
で
お
る
。
例
え
ぱ
其
の
家
計

簿
の
整
備
を
強
調
す
る
論
旨
の
一
端
を
示
せ
ぼ
、
下
の
如
く
で

あ
る
、
　
「
是
等
の
労
働
者
家
計
の
窮
迫
に
対
処
す
る
有
力
な
補

助
は
、
唯
漸
進
的
に
生
沽
水
準
を
高
め
る
こ
と
及
び
一
層
よ
い

家
政
教
育
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
達
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
後
老
の
点
は
他
の
階
級
に
あ
っ
て
も
亦
、
欠
げ
て
い
る
処

で
あ
り
、
諸
企
業
に
。
於
い
て
久
し
き
以
来
普
通
視
さ
れ
、
加
之

法
律
的
で
お
っ
た
も
の
は
、
家
政
に
対
し
し
て
も
亦
、
当
然
犯

し
難
き
命
令
た
る
可
き
で
あ
っ
た
。
即
ぢ
正
確
た
る
帳
簿
の
作

製
、
之
れ
で
あ
る
。
若
し
各
人
の
家
政
が
其
の
大
小
の
収
入
を

総
て
規
則
的
に
記
帳
し
た
と
す
れ
ば
、
其
の
意
義
は
極
め
て
大

な
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
家
政
に
対
し

て
一
っ
の
概
概
が
得
ら
れ
る
訳
で
あ
り
、
仮
令
経
済
観
念
の
な

い
人
で
も
、
其
の
支
山
〕
以
は
当
例
は
推
の
帳
簿
で
あ
っ
て
も
、

後
に
、
は
共
の
推
を
認
む
可
き
、
改
良
え
の
一
歩
を
蹄
み
出
す
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
家
計
簿
の
出
来
る
だ
け
簡
単
な
勉
強

の
過
程
を
著
作
し
た
人
は
、
実
に
労
働
者
階
級
の
恩
人
と
も
云

　
　
「
国
民
経
済
進
化
諭
」
の
根
本
思
想
（
淡
川
）

う
可
く
、
況
ん
や
之
を
因
民
学
校
の
敦
科
目
の
巾
に
入
れ
た
人

は
・
莫
一
層
賞
讃
さ
る
可
き
で
あ
言
。
一
一
鷺
葬
帥

拝
童
衷
許
二
・
し
て
斯
か
る
論
旨
か
着
強
調
さ
れ

て
い
る
の
は
、
財
貨
の
流
通
を
前
提
と
す
る
困
氏
経
済
下
に
於

い
て
も
、
荷
お
其
の
経
済
発
展
の
初
期
段
階
た
る
家
の
経
済
、

即
ち
自
給
自
足
経
済
の
影
響
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
得

る
か
ら
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
即
ち
次
の
如
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
、
「
此
処
に
唯
一
つ
改
め
て
特
に
注
意
し
て
置
き
度
い

こ
と
が
お
る
。
其
は
家
内
経
済
－
－
都
市
経
済
！
…
国
民
経
済

な
る
も
の
は
、
其
の
各
々
が
相
孤
立
し
て
、
全
然
他
の
入
る
を

許
さ
ざ
る
如
き
進
化
の
段
階
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
云
う
こ

と
、
之
れ
で
あ
る
。
各
時
代
に
は
必
ず
経
済
中
の
一
っ
の
方
法

が
他
に
杣
で
て
、
其
が
其
時
代
の
人
々
の
眼
に
常
態
と
し
て
映

じ
て
い
た
の
に
過
ぎ
ぬ
の
で
お
る
、
故
に
倫
お
今
日
に
あ
っ
て

も
、
多
数
の
都
巾
維
済
舳
衷
素
の
混
入
を
見
る
可
く
、
更
ら
に

彼
の
家
内
経
済
的
要
素
さ
え
残
作
し
て
い
る
も
の
が
少
く
な
い

の
を
知
る
の
で
あ
る
、
今
い
に
篶
い
て
も
囚
民
的
財
貨
生
産
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
　
（
一
二
三
）



　
　
立
命
錆
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
一
晋
）

大
部
分
は
、
国
民
経
済
的
循
環
に
加
わ
ら
ず
し
て
一
其
等
の
産

出
せ
ら
れ
た
特
殊
経
済
に
於
い
て
消
費
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多

い
有
様
で
、
僅
か
に
其
の
余
の
都
分
の
み
が
、
一
つ
の
経
済
か

ら
他
の
経
済
に
移
行
し
、
其
の
経
過
を
完
結
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｌ
茅
爽
葬
奪
け
巾
げ
素
峠
、
イ

　
以
上
、
氏
の
経
済
に
対
す
る
考
え
方
の
特
徴
を
叙
述
し
た
の

で
あ
る
が
、
次
に
其
の
立
定
に
な
る
経
済
発
展
段
階
説
が
他
の

も
の
に
対
し
て
如
何
な
る
特
異
性
が
あ
る
か
の
点
に
就
い
て
、

考
究
し
て
見
よ
う
。

　
先
ず
其
の
発
展
段
階
説
の
時
代
区
劃
の
標
準
と
な
っ
て
い
る

も
の
は
、
財
貨
の
流
通
と
之
に
立
脚
し
て
い
る
国
民
経
済
の
成

立
と
を
、
其
の
前
提
と
す
る
の
で
お
る
、
．
其
の
所
謁
因
民
経
済

と
は
前
に
も
引
川
し
た
如
く
、
「
一
国
民
の
欲
望
充
当
を
目
的

と
す
る
施
泄
、
及
備
、
手
続
の
杣
集
ま
り
て
形
吠
す
る
も
の
で

あ
る
　
此
の
因
氏
経
済
は
吏
ら
に
多
数
の
仙
別
経
済
に
分
た
れ

る
の
で
あ
る
が
、
斯
く
分
た
れ
た
仙
別
経
済
は
、
何
れ
も
交
拠

流
通
に
よ
っ
て
杣
互
に
結
合
せ
ら
れ
、
枢
め
て
岱
汽
せ
る
閑
係

二
四
　
（
一
二
四
）

に
立
ち
、
相
互
相
寄
り
相
扶
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｌ
一
篶
叩

輩
墾
箒
咋
、
～
。
一
草
続
い
て
此
の
罠
経
済
の
性
格
を

説
い
て
、
「
斯
く
の
如
く
各
方
面
に
対
し
て
相
互
関
係
に
立
ち

つ
つ
あ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
国
氏
経
済
は
吾
人
の
後
に
横
た

わ
れ
る
文
化
発
展
の
結
果
な
り
と
云
い
得
る
の
で
あ
る
。
（
中

略
）
又
国
民
経
済
上
の
、
一
切
の
現
象
は
、
史
的
、
文
明
的
現

象
で
あ
る
。
」
雪
繁
葬
誇
叶
叱
、
姑
－
、
。
。
叩
、
一
と
見
る
の
で
あ

る
。
斯
く
観
来
る
に
於
い
て
は
、
必
ず
経
済
発
展
段
階
を
立
定

す
る
要
が
あ
り
、
国
民
経
済
の
成
立
と
は
即
ち
経
済
発
展
段
階

を
云
う
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
而
し
て
可
な
り
の
種
類
を
見

る
経
済
発
展
段
階
説
の
中
で
、
氏
の
創
案
に
な
る
も
の
の
特
徴

と
す
る
処
は
、
先
づ
財
貨
の
流
通
と
云
う
点
か
ら
観
察
し
た
こ

と
、
之
れ
で
あ
る
。
筆
者
は
経
済
発
展
段
階
の
諾
説
に
二
大
分

類
を
認
め
る
の
で
丸
り
て
、
一
は
止
叱
の
血
よ
り
Ｋ
蜘
す
る
も

の
で
あ
り
、
他
は
流
迦
の
面
よ
り
区
劃
す
る
も
の
で
あ
る
、
前

者
の
代
表
と
も
見
る
可
き
は
、
其
の
榊
芽
を
既
に
遠
く
希
舷
時

代
に
認
め
ら
れ
、
近
世
に
至
っ
て
リ
ス
ト
（
司
．
ヨ
丘
に
よ
り



大
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
＞
ま
ａ
邑
塁
）

は
其
の
著
「
政
治
学
」
に
於
い
て
、
諸
人
民
を
牧
羊
者
、
農
耕

者
、
海
賊
、
漁
魚
者
、
狩
猟
等
に
区
別
し
、
多
く
の
人
民
は
是

等
訴
種
の
生
産
を
兼
ね
行
っ
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ

る
、
斯
く
経
済
の
発
達
を
生
産
の
形
態
か
ら
観
察
す
る
こ
と

は
、
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
処
で
あ
る
が
、
此
の
思
相
心
は
近
世
に

ま
で
差
び
、
第
一
八
世
紀
に
は
フ
ア
ー
ガ
ソ
ニ
服
躯
。
。
請
、

葵
察
讐
、
事
一
、
一
ソ
ド
ル
セ
ー
一
窯
。
菜
舞
葬

蔓
、
、
秦
ジ
蓑
祭
轟
一
一
予
何
れ
も
此
の
方
面

か
ら
経
済
の
発
達
を
説
い
た
の
で
あ
る
が

も
の
は
リ
ス
ト
（
勺
．
■
茸
）
の
説
で
あ
る
、

、
其
の
最
も
著
名
な

彼
は
其
の
主
著
で
あ

る
「
政
治
経
済
の
罠
的
筆
一
霧
の
一
葵
繁
諸
讐

嚢
一
、
一
に
於
い
て
、
「
国
民
経
済
は
嬢
的
に
震
し
て
行
く

も
の
て
あ
っ
て
、
欧
羅
区
に
於
い
て
数
世
紀
を
通
じ
て
行
わ
れ

ナ
五
祉
は
、
野
蛮
の
状
態
か
ら
牧
畜
の
状
態
に
進
み
、
一
史
ら
に

農
篶
ド
ぷ
の
状
態
に
入
り
、
そ
れ
よ
り
工
、
商
業
の
状
態
に
逃
む
も

の
で
妻
、
」
と
説
嘉
養
、
養
。
。
票
、
素
、
鋒
。
筆
一
、

「
虫
民
経
済
進
化
論
」
の
根
本
思
想
（
淡
川
）

又
「
国
民
経
済
的
発
達
に
関
し
て
は
、
各
国
民
の
主
要
な
発
展

的
階
段
は
、
野
蛮
状
態
、
遊
牧
状
態
、
農
業
状
態
、
農
工
状
態
、

農
工
商
状
態
と
云
う
が
如
く
に
進
む
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
（
與
；
・
Ｃ
二
◎
ｏ
．
３
。
是
等
の
思
想
は
娩
近
の

土
俗
学
に
深
い
影
響
を
及
ぽ
し
、
斯
学
に
於
い
て
は
、
現
在
地

表
に
棲
息
し
て
い
る
諸
氏
族
に
就
い
て
、
次
の
様
な
五
つ
の
経

済
形
態
（
オ
一
景
ｏ
迂
豪
｛
ｇ
冒
雪
）
を
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち
一
・
低
度
の
狩
猟
民
、
二
・
高
度
の
狩
猟
民
、
三
・
牧
畜

民
、
四
・
低
度
の
農
耕
氏
、
五
高
度
の
農
耕
民
、
之
れ
で
お
る

（
鋒
豹
請
評
帥
、
ぺ
詰
萌
ザ
。
串
晦
莚
｝
砧
絆
脂
。
紮
｝
舞
一

跨
、
冷
。
、
酪
豪
童
一
、
。
。
。
、
一
、
是
等
の
論
著
の
中
で
グ
ロ
ツ

セ
一
９
萎
一
の
「
震
の
形
態
と
経
済
の
形
態
一
奪
擁
鶉
詔

誰
詐
聚
彗
一
の
論
旨
差
駿
し
て
、
氏
は
次
の
如
く
述

べ
て
い
る
、
　
「
此
の
著
書
の
中
に
、
家
族
形
ト
式
と
経
済
形
式
と

の
閑
係
を
研
究
し
て
い
る
　
そ
れ
に
で
、
は
狩
猟
民
、
牧
畜
民
、

農
桝
民
な
ど
と
い
う
、
全
く
外
面
的
範
晦
に
囚
わ
れ
て
い
て
、

経
済
の
内
的
生
命
、
殊
に
宗
事
に
は
充
分
の
注
意
を
払
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
一
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
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な
い
の
で
あ
る
。
・
一
肺
曇
察
細
薙
泰
斗
氏
と

し
て
は
前
に
も
屡
次
述
べ
た
る
が
如
く
、
家
の
経
済
よ
り
漸
次

発
展
し
て
国
民
経
済
が
形
成
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
で
あ
る
か

ら
、
生
産
と
云
う
観
点
を
棄
て
て
、
流
通
と
云
う
観
点
に
立
脚
し

て
経
済
の
木
質
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
等
し
く
流
通

と
云
う
観
点
に
立
脚
し
て
も
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
（
ｐ
ｏ
ｏ
９
旨
・
寿
『
）

は
経
済
を
営
む
人
問
の
政
治
組
織
の
変
遷
か
ら
著
想
し
、
マ
ル

ク
ス
（
声
峯
胃
×
）
及
び
ゾ
ム
バ
ル
ト
（
≠
ｏ
ｏ
◎
冒
ず
胃
け
）
は
「
杜
会

組
織
」
（
く
９
胴
窃
Ｏ
云
・
ぎ
津
昌
胸
）
の
観
点
か
ら
議
論
を
立
て
た
の

で
あ
る
雪
簑
霧
ダ
奪
。
。
娯
、
茸
然
る
に
氏
は
最
初

の
生
産
者
と
消
費
者
と
の
問
の
関
係
の
変
遷
、
即
ち
財
貨
が
一

人
の
人
か
ら
他
の
人
の
全
る
迄
に
経
過
せ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ぬ

「
道
程
の
長
さ
」
（
－
学
潟
～
２
≠
昌
霊
）
、
即
ち
流
通
の
程
度
を

櫟
傘
に
し
て
、
其
説
を
立
て
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
其
の
論
拠

は
凡
そ
経
済
は
家
の
経
済
、
即
ち
白
給
白
足
に
初
ま
り
、
終
に

は
白
給
白
足
と
は
正
に
表
裏
相
反
す
る
流
通
経
済
に
進
化
す
る

も
の
で
お
る
と
云
う
、
其
の
根
本
思
想
に
由
米
す
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ハ
（
二
ニ
ハ
一

る
。
而
し
て
其
の
所
謂
流
通
経
済
の
終
極
の
段
階
を
国
民
経
に

求
め
て
い
る
こ
と
も
亦
、
氏
の
段
階
説
の
、
一
つ
の
特
徴
と
見

な
げ
れ
ぼ
た
ら
ぬ
、
此
の
点
に
就
い
て
は
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
（
ｏ
・

Ｃ
Ｏ
｝
旨
Ｏ
忌
。
）
の
其
と
比
較
考
察
す
れ
ぼ
、
最
も
明
白
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
シ
ュ
モ
ラ
ー
（
ｐ
Ｏ
ｏ
｝
冒
◎
一
雪
）
は
夙
に
経
済
生
活
と

政
治
杜
会
組
織
と
の
関
係
の
重
大
な
る
こ
と
を
認
め
、
此
の
方

面
の
発
達
を
説
い
て
い
る
。
即
ち
其
の
論
文
「
其
の
歴
史
的
意

義
に
於
げ
る
重
商
主
義
組
織
、
即
ち
都
市
的
領
域
的
経
済
政
策
」

一
葬
舵
。
い
薬
一
窯
言
如
。
一
箒
、
先
葬
躯
雪
爽
Ｊ
に

於
い
て
、
次
の
如
く
論
じ
て
い
る
、
　
「
経
済
発
達
の
、
総
て
の

段
階
に
於
い
て
、
其
の
発
迷
を
左
右
す
可
き
関
係
は
、
当
該
民

族
の
政
治
組
織
に
帰
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
此
の
政
治
組
織
は
或

い
は
血
族
団
体
及
び
種
族
た
る
こ
と
あ
リ
、
或
い
は
村
落
及
び

村
落
共
有
地
た
る
こ
と
あ
り
、
或
い
は
領
地
な
る
こ
と
あ
り
、

或
い
は
因
家
な
る
こ
と
あ
り
、
若
し
く
は
聯
邦
た
る
こ
と
も
あ

る
が
、
其
は
常
に
経
済
生
活
を
支
配
し
、
其
の
組
織
洲
度
を
定

め
、
全
祉
会
的
経
済
組
繊
の
重
心
点
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
勿



論
此
の
政
治
紅
織
は
経
済
の
禿
迷
を
説
閉
よ
白
一
町
き
、
唯
一
つ
の

要
。
素
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
而
か
も
現
時
に
至
る
ま

で
、
歴
史
上
に
起
り
未
っ
た
処
の
、
種
々
な
る
経
済
組
織
の
形

式
に
。
対
し
、
最
も
深
刻
な
彰
響
を
与
え
た
、
重
大
な
意
義
を
有

す
る
も
の
と
云
わ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
而
し
て
政
治
組
織
が
種

族
か
ら
彊
域
団
体
、
村
落
、
都
市
、
領
地
、
国
家
、
聯
邦
等
に

発
達
す
る
に
伴
う
て
、
祉
会
経
済
団
体
も
亦
時
代
を
追
う
て
、

共
の
範
囲
を
大
に
し
、
次
第
に
経
済
の
発
達
を
見
る
に
至
る
も

の
で
あ
る
。
Ｌ
と
説
き
、
以
っ
て
村
落
経
済
（
Ｕ
◎
ユ
三
芸
９
、
巳

都
市
経
済
（
◎
ｏ
冨
睾
三
豪
争
き
）
、
領
地
経
済
（
弓
。
、
、
｝
。
、
一
凶
一
色
、
け
．

。
。
９
き
）
及
び
因
民
経
済
（
く
◎
一
訂
色
募
ｏ
ぎ
３
の
、
四
つ
の
段
階

を
認
め
、
更
ら
に
其
大
著
「
．
因
民
経
済
原
論
」
に
於
い
て
は
、

経
済
は
家
族
経
済
、
種
族
経
済
、
村
落
経
済
等
の
陪
段
か
ら
都

市
経
済
に
進
み
、
国
民
経
済
に
至
り
、
最
後
に
世
界
経
済
に
発

腿
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
述
べ
、
国
民
経
済
の
次
に
世
界
経
済

を
加
え
て
、
其
の
前
説
を
補
充
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
氏

の
説
は
村
落
経
済
、
都
市
経
済
、
領
域
経
済
、
国
民
経
済
、
世

　
　
　
「
国
民
経
済
進
化
論
」
の
根
本
思
想
（
淡
川
）

界
経
済
の
五
つ
の
段
階
を
Ｋ
劃
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

奪
簑
葬
一
葵
冷
、
キ
、
奏
弓
、
雪
糞
叩
丁

し
て
共
の
所
謂
世
界
経
済
に
就
い
て
は
、
次
の
如
く
述
べ
て
い

る
、
「
因
民
経
済
は
一
国
土
、
一
国
民
、
一
国
家
内
に
。
存
す
る

同
等
閑
係
及
び
支
醍
従
属
関
係
を
な
せ
る
経
済
の
全
体
を
包
括

せ
ん
と
す
る
も
ぴ
で
あ
る
。
然
し
否
人
は
更
ら
に
進
ん
で
、
全

地
球
上
に
公
け
る
、
総
て
の
経
済
生
活
を
考
え
な
け
れ
ぱ
な
ら

ぬ
。
現
今
の
経
済
は
相
互
に
交
渉
し
、
相
侍
り
相
扶
け
る
関
係

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
是
等
因
民
経
済
の
全
体
を
称
し
て

世
界
経
済
と
は
称
す
る
の
で
あ
る
。
」
。
氏
の
如
く
政
治
組
織
を

以
っ
て
経
済
発
展
の
段
陪
を
区
別
す
る
標
準
と
た
す
老
に
取
っ

て
は
、
国
家
閉
に
於
け
る
諾
閑
係
の
頗
る
重
要
な
る
現
時
を
も

っ
て
世
界
経
済
と
な
し
、
之
れ
を
因
民
経
済
か
ら
分
っ
つ
こ
と

は
、
元
よ
り
当
然
で
お
ろ
う
が
、
イ
リ
ー
（
里
Ｋ
）
が
、
ビ
ュ
ヒ

ア
ー
（
望
〇
一
雲
）
の
三
段
陪
に
就
い
て
、
「
世
界
経
済
」
（
考
◎
、
巨

８
昌
◎
冒
Ｋ
）
な
る
一
時
期
を
因
民
経
済
の
次
に
附
加
し
叱
の
は
、

当
を
得
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
蕃
窪
誉
一
一
一
ザ
、
請
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
一
二
七
）

…也
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蓋
し
ビ
ュ
ヒ
ア
ー
（
雲
｝
ｇ
）
の
探
っ
た
様
な
、
流
通
を
標
準
に

す
る
見
方
よ
り
す
れ
ぼ
、
世
界
経
済
は
因
氏
経
済
の
発
達
の
中

の
一
時
期
と
し
て
考
う
可
き
で
お
っ
て
、
氏
の
所
謂
都
市
経
済

か
ら
国
民
経
済
に
進
む
と
同
一
観
念
の
下
に
、
国
民
緑
済
か
ら

世
民
経
済
に
進
む
と
見
る
の
は
、
氏
の
真
意
を
了
解
せ
ざ
る
も

の
を
云
わ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
、
、
而
し
て
此
の
点
に
関

す
る
氏
の
見
解
の
、
最
も
明
白
に
叶
露
さ
れ
て
い
る
個
処
は
、

共
の
「
国
民
経
済
進
化
論
」
第
一
集
の
第
三
講
と
し
て
収
め
ら

れ
て
い
る
論
稿
の
、
　
「
国
民
経
済
」
の
特
徴
を
説
き
終
っ
た
、

次
の
一
節
で
お
る
、
　
「
白
由
主
義
時
代
に
入
っ
て
よ
り
、
岡
際

交
逓
が
愈
々
礁
行
す
る
こ
と
よ
り
し
て
、
国
民
経
済
の
時
代
が

後
込
し
て
、
其
の
代
り
に
世
界
経
済
の
時
代
が
生
れ
る
で
あ
ろ

う
と
結
論
す
る
な
ら
ぱ
、
共
は
大
な
る
訣
見
で
あ
る
。
欧
羅
巴

諮
因
に
於
け
る
、
最
近
の
政
治
的
進
化
は
、
重
商
主
義
の
復
活

と
又
一
焔
分
は
小
［
い
都
市
経
済
思
似
の
再
燃
と
も
見
る
可
き
で

は
な
い
か
　
而
し
て
彼
の
保
護
閑
税
を
復
活
せ
ん
と
し
、
同
民

的
貨
幣
木
化
と
Ｎ
氏
舳
労
例
三
法
と
を
…
執
し
、
蝸
に
完
成
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
一
二
八
）

若
し
く
は
完
成
を
目
指
し
て
い
る
交
通
枝
関
、
労
働
保
険
、
銀

行
事
業
を
因
有
と
な
し
、
進
ん
で
一
切
の
因
家
活
動
が
愈
々
経

済
範
囲
に
侵
入
し
来
れ
る
の
現
状
は
、
時
代
が
専
制
主
義
時
代

の
自
由
主
義
時
代
を
経
て
、
因
民
経
済
の
三
期
に
足
を
蹄
み
入

れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。
此
の
国
民
経
済
の
第
三

期
は
、
一
種
独
特
の
杜
会
的
実
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
ｃ

其
は
単
に
国
民
的
生
産
に
よ
っ
て
国
民
的
欲
望
を
出
来
る
だ
げ

独
立
的
に
、
又
出
来
る
だ
け
豊
富
に
充
当
せ
し
め
る
こ
と
を
以

っ
て
足
れ
り
と
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
更
ら
に
進
ん
で
其

の
国
民
全
体
を
し
て
各
白
特
有
の
経
済
的
給
付
に
応
じ
て
、
文

明
の
福
祉
に
閑
与
せ
し
め
ん
と
す
る
目
的
を
以
っ
て
、
公
平
な

る
財
貨
分
配
を
期
し
、
独
特
の
共
同
経
済
的
因
家
活
動
を
行
わ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
為
め
に
必
要
な
る
手
段

方
法
は
、
唯
大
規
模
な
る
段
附
に
於
い
て
の
み
、
其
の
火
行
を

期
待
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
大
ユ
、
は
る
Ｈ
民
的
旧
宋
を
竣
っ
て
始

め
て
印
む
こ
と
か
川
来
、
之
は
総
て
の
州
人
能
力
の
完
企
な
る

結
合
を
必
衷
と
す
ろ
の
で
あ
る
、



　
今
口
欧
維
巴
に
松
い
て
は
、
因
家
が
一
ヵ
で
ば
其
の
食
料
口
…

及
び
享
楽
資
料
の
大
部
分
を
他
国
に
仰
い
で
い
る
が
、
又
他
方

で
は
其
の
工
業
生
産
能
力
は
逢
か
に
其
の
自
国
民
の
欲
望
を
超

過
し
て
常
に
余
剰
を
生
産
し
、
之
を
他
国
の
消
費
範
囲
に
供
給

せ
ざ
る
を
得
な
い
様
に
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
然
し

斯
く
の
如
く
相
互
に
相
椅
り
相
扶
け
つ
つ
あ
る
工
業
国
と
原
料

生
潅
国
と
の
対
立
、
即
ち
「
国
際
的
分
業
」
を
以
っ
て
、
人
類

が
世
界
経
済
と
云
う
名
称
の
下
で
、
家
内
経
済
、
都
市
経
済
及

び
国
民
経
済
な
る
三
階
段
に
対
立
せ
し
め
ね
ぱ
な
ら
ぬ
様
な
、

迷
化
の
、
新
し
い
時
代
に
到
達
し
つ
つ
あ
る
も
の
な
り
と
思
う

な
ら
ば
、
其
は
明
か
に
誤
れ
る
見
解
で
あ
る
。
蓋
し
一
方
よ
り

考
え
る
な
ら
ぼ
、
従
米
如
河
な
る
経
済
発
達
段
階
に
於
い
て

も
、
未
だ
曽
て
欲
望
充
当
の
、
完
全
な
る
臼
主
性
を
保
証
し
得

る
も
の
は
一
つ
も
な
く
、
何
れ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
必
ず
或

ろ
祝
皮
の
問
隙
を
生
じ
、
種
々
な
る
手
段
を
講
じ
て
此
の
問
隙

を
納
充
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
否
人
が
既
に
峻
々
見
て
来
た

小
実
で
お
る
が
、
又
他
方
か
ら
考
え
る
な
ら
ぼ
、
彼
の
所
謂
世
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淡
川
）

界
経
済
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
に
も
、
今
口
迄
は
少
く
と
も
因
氏

経
済
の
理
象
と
其
の
根
本
的
特
質
を
異
に
す
る
様
な
槻
象
は
、

一
つ
も
之
を
認
め
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
将
来
に
於
い
て
も
斯

く
の
如
き
も
の
が
発
生
し
得
る
に
は
、
考
え
得
な
い
で
あ
ろ

う
。
Ｌ
（
丙
．
｝
守
ぎ
二
■
目
葬
¢
ぎ
轟
０
９
く
◎
一
ぎ
三
豪
〇
一
邑
叶
二
・
Ｃ
Ｏ
・

崖
。
・
１
お
．
）
。

　
俺
お
シ
ュ
そ
ラ
ー
（
○
．
の
｝
冒
２
３
の
発
展
段
階
説
と
ピ
ュ

ヒ
ァ
ー
（
【
．
雲
｝
竺
の
其
と
を
比
較
し
て
考
察
す
可
き
、
他
の
、

一
つ
の
点
は
、
前
者
が
「
中
世
封
建
制
度
の
世
に
あ
っ
て
は
、

諾
侯
は
各
其
の
領
地
に
割
拠
し
、
都
市
の
中
で
其
の
勢
力
を
失

っ
た
も
の
は
、
多
く
は
請
僕
に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
た
が
、
共
の

富
力
と
勢
力
と
を
充
実
し
た
も
の
は
、
隠
然
詰
侯
に
対
す
る

一
勢
力
と
な
り
、
或
い
は
胴
囲
の
土
地
を
攻
略
し
て
大
な
る
領

土
を
獲
得
す
る
に
至
り
、
是
等
請
侯
と
都
市
と
の
外
に
、
愉
お

有
力
な
僧
則
が
其
の
倣
地
を
占
布
せ
る
締
果
、
各
困
は
四
分
五

裂
の
状
態
を
呈
し
、
何
れ
も
共
の
、
広
大
な
る
領
地
を
某
礎

と
し
て
、
新
た
る
経
済
組
織
を
構
成
し
、
実
に
所
謂
領
地
総
済
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（
↓
弩
ぎ
ユ
巴
至
豪
ｏ
訂
｛
け
）
な
る
も
の
の
発
生
を
見
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
一
一
簑
養
鋒
簑
鋒
望
ま
、
崎
。
鵜
、
帥
Ｕ

と
の
主
張
の
下
に
、
都
市
経
済
と
国
民
経
済
と
の
問
に
、
別
に

領
地
経
済
を
挿
入
し
で
、
い
る
の
で
あ
る
，
然
し
ビ
ュ
ヒ
ア
ー

（
声
｝
庁
一
軍
）
の
探
っ
て
い
る
標
準
で
あ
る
財
貨
流
通
と
云
う

点
よ
り
見
れ
ぱ
、
其
の
所
謂
領
地
経
済
は
原
則
的
に
は
都
市
経

済
又
は
国
民
経
済
と
何
等
異
る
処
な
き
も
の
で
あ
り
、
領
地

は
此
の
場
合
に
は
都
市
或
い
は
国
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る

一
ダ
｝
ポ
一
莚
。
。
纂
潅
等
蕎
地
経
済
の
如
き
は
、
独

逸
に
於
げ
る
経
済
発
達
の
事
実
よ
り
見
れ
ぼ
、
一
時
代
を
劃
す

る
で
あ
ら
う
が
、
西
欧
羅
巴
の
諸
国
に
あ
っ
て
は
、
領
土
の
拡

張
が
行
わ
れ
な
い
榊
に
民
族
の
統
一
が
行
わ
れ
、
既
に
早
く
国

民
経
済
の
段
陪
に
逃
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
迷
化
と
云
う

が
如
き
、
其
の
学
説
が
特
に
一
般
性
、
秤
及
性
を
強
調
す
可
き

立
場
に
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
単
に
独
逸
の
卒
実
に
の
み
某
く

一
時
期
を
一
般
終
済
の
禿
遂
を
淋
ず
る
段
附
説
に
探
川
せ
な
か

、
た
こ
と
は
．
元
よ
り
当
然
で
あ
ろ
う
．
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荷
お
進
化
と
云
う
観
点
よ
り
す
れ
ぼ
、
其
の
重
要
な
こ
と
は
、

必
ず
一
時
代
に
は
其
の
前
時
代
の
骸
響
が
存
在
し
て
い
る
と
云

う
こ
と
、
之
れ
で
あ
る
。
此
の
点
に
関
し
て
は
、
氏
は
其
の
、

多
く
の
論
稿
の
随
処
に
述
べ
て
い
る
の
で
お
る
が
、
次
に
最
も

明
白
な
一
節
を
引
用
し
て
見
よ
う
、
「
曇
に
唯
一
つ
改
め
て
特

に
注
意
し
て
置
き
度
い
こ
と
が
あ
る
。
其
は
家
内
経
済
、
都
市

経
済
、
因
民
経
済
な
る
も
の
は
、
夫
々
が
各
孤
立
し
て
存
在
し
、

全
く
他
の
も
の
が
入
っ
て
来
る
の
を
許
さ
な
い
様
な
、
進
化
の

段
階
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
云
う
こ
と
、
之
れ
て
あ
る
。
各

時
代
に
は
必
ず
経
済
巾
の
、
一
つ
の
方
法
が
他
の
方
法
よ
り
も

卓
越
し
、
其
が
其
の
時
代
の
人
々
の
眼
に
常
態
と
し
て
映
し
て

い
た
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
荷
お
今
日
に
１
あ
っ
て

も
、
多
数
の
都
市
経
済
的
要
素
の
混
入
を
見
、
更
ら
に
又
彼
の

家
内
経
済
的
要
素
さ
え
残
留
し
て
い
る
も
の
が
、
少
く
な
い
の

で
あ
る
。
今
日
に
於
い
て
も
、
国
民
的
鮒
貨
生
陸
の
大
郁
分
は

困
氏
縦
済
的
流
逝
に
参
加
せ
ず
し
て
、
共
の
雌
出
さ
れ
た
維
済

卑
位
内
に
於
い
て
、
消
荻
さ
れ
て
い
る
も
の
が
概
め
て
多
い
の



で
あ
っ
て
、
僅
か
に
其
の
、
爾
余
の
も
の
が
一
の
経
済
単
位
か

ら
他
の
経
済
単
位
へ
流
通
し
、
以
っ
て
其
の
過
程
を
完
結
し
て

い
る
の
麦
る
。
・
賓
箒
ザ
奪
け
一
、
、
肌
竣
、
ソ
即
ち
氏

の
特
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
ほ
、
発
展
段
階
の
各
々
に
つ
き
、

其
の
常
態
の
特
徴
を
抽
出
し
て
説
明
す
る
一
面
に
於
い
て
、
他

の
段
階
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
影
響
は
、
夫
々
其
の
残
留
し
て
い
る
時
代
の
常
態
の
下
に
於

い
て
、
其
の
特
質
を
把
握
す
可
き
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

此
の
点
に
関
し
て
、
氏
は
更
ら
に
次
の
如
く
続
け
て
い
る
、

「
此
処
に
於
い
て
か
、
経
済
学
の
使
命
を
以
っ
て
流
通
過
程
の

本
質
及
び
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
り
と
為
す
の
は
、
誤
れ

る
の
甚
し
き
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
学
の
使
命
は
経
済
彩
式
及
び

其
の
吏
的
変
遷
を
叙
述
す
る
こ
と
を
以
っ
て
満
足
す
可
き
な
り

と
説
く
の
で
あ
る
。

　
然
し
斯
る
見
解
は
正
当
と
は
云
い
得
な
い
の
で
あ
る
。
若
し

此
の
見
解
の
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
、
百
年
以
上
に
亘
る
科
学
的

研
究
の
結
果
を
空
し
く
放
棄
す
る
の
と
同
様
で
あ
っ
て
、
経
済

　
　
「
国
民
経
済
進
化
論
」
の
根
本
思
想
（
淡
川
）

の
現
汎
を
全
然
誤
解
し
い
る
の
と
何
等
異
る
処
が
な
い
の
で
あ

る
。
今
目
に
於
い
て
は
如
何
に
遠
隔
の
地
に
あ
る
農
家
と
難

も
、
国
民
経
済
的
流
通
の
全
体
と
関
聯
無
く
し
て
は
、
偉
か
一

俵
の
小
麦
を
す
ら
肯
お
生
産
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
仮
令
其
が

生
産
考
の
家
の
内
に
於
い
て
消
費
し
尽
さ
れ
る
も
の
で
も
、
梨
、

大
鎌
、
打
禾
機
、
人
造
肥
料
、
韓
獣
等
の
生
産
手
段
は
、
交
易

流
通
の
過
程
を
経
て
得
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
か
る
白
家

消
費
が
行
わ
れ
る
の
も
、
必
ず
其
が
市
場
関
係
か
ら
見
て
経
済

的
で
あ
る
と
思
惟
さ
れ
る
に
由
る
の
で
あ
る
。
斯
く
観
来
れ

ぱ
、
僅
か
一
俵
の
小
麦
と
難
も
、
荷
お
国
民
経
済
的
流
通
の
、

大
規
模
に
し
て
且
つ
精
巧
な
る
綱
に
、
強
固
な
る
綱
を
以
っ
て

結
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
吾
人
の
経
済
的
行
為
及
び
経
済

的
思
考
は
、
何
れ
も
斯
く
の
如
き
範
囲
を
出
で
な
い
の
で
あ

る
ｃ
一
一
窯
箒
纂
昨
。
。
葎
誤
維
一
。

　
以
上
要
す
る
に
、
氏
の
学
風
の
根
本
を
為
す
も
の
は
、
経
済

的
進
化
の
思
恕
で
あ
っ
て
、
経
済
に
属
す
る
、
一
部
の
事
項
、

例
え
ぱ
商
業
、
農
業
、
交
通
、
林
業
、
広
告
等
に
就
い
て
も
、
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何
れ
も
此
の
発
達
史
的
考
察
が
施
さ
れ
て
居
り
、
而
し
て
其
の
、

総
て
の
場
合
に
、
国
民
経
済
を
以
っ
て
終
極
の
到
達
段
階
と
為

し
一
夢
ダ
葵
茅
雫
け
畔
、
窮
－
、
。
。
、
一
、
絶
え
ず
個
・
の
経

済
現
象
を
此
の
見
地
か
ら
観
察
し
て
い
る
こ
と
に
、
其
の
特
徴

を
認
め
な
げ
れ
ぼ
匁
ら
ぬ
。

　
　
本
稿
を
起
す
に
当
っ
て
も
、
権
田
氏
の
訳
著
を
参
照
す
る
こ
と
少

　
　
か
ら
ず
、
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

三
二
　
（
一
三
二
）


